　
　
　　　　第８章　　隠された素顔
　
　
　霧雨が降り止まないその場所で、彼らは雨に打たれるがままに、興奮でほてる身体を、その心を濡らしていた。
　
　特別な理由等なかった。
　どちらかが切り出せばいい話だった。
　互いに言い出せないでいたのには、そこには信じ難い事実が介在していたからである。
　椎名は、その胸元に僅かな兆候を抱えたまま、冷たい秋雨に打たれ続けていた。
「……椎名」
　話を先に切り出そうとしたのは、遼の方だった。
　その問いかけに、椎名は僅かに視線を上げる。
「橘宮……だろう？
　君が、あの片蔭橘宮家の最後の総帥……片蔭橘宮彰祇の転生者……なんだろう？」
　その問いかけに、椎名は僅かに唇を震わせた。
　だが、発するべき次の言葉は、雨足の速くなった霧雨に遮られた。
　追い打ちをかけるように、僅かな胸の痛みが椎名の身体を震撼させた。
　危険な兆候に、彼の身体が無言の内に前屈みに倒れかける。
「雅君！」
「ラッセル公爵様！」
　そんな彼の身体の傾きを支えるように食い止めたのは、靜羅の細い腕だけではなかった。
「近江……」
「ありがとう、近江」
　椎名は、靜羅の震える声から現実を把握した。
「あ……恐れ入ります。大丈夫……です」
　ようやく顔を上げることの出来た椎名は、靜羅のその言葉の意味を、十分過ぎる程理解していた。
　同時に、今の自身の精神は僅かな動揺にも耐えられないという事実に、愕然としていた。
　総て、動かし難い事実として。
　だが、そんな彼の心中等、靜羅は全く知る由もない。
　彼女には、その身体が僅かにほてっていたことが解るだけである。
「熱があるんじゃない？　雅君。
　せめて雨の当たらない所へ……。近江、手を貸して」
「はい。ラッセル公爵様、歩けますか？」
「何とか……」
　彼らの手を借りながら、椎名は校舎と駐車場の境目の階段に歩を進めた。
　そこに腰を下ろすための介助を受けながら、胸の痛みがその程度で済んだことに、彼は安堵していた。
「ここでいいです。……もう、大丈夫ですから」
　それでも、どことなく苦悶の残る表情と、荒い呼吸。
　壁に凭れることで、辛うじてその姿勢を保つ。
　その様子は、循環器系疾患を煩っていることを示していた。
　彼を気遣う靜羅は、その隣に腰を下ろす。
　背中にそっと手を回した彼女は、ゆっくりとさすり始めた。
　そんな靜羅の心づかいに、椎41名も苦しげな息の下から言葉を発する。
「心配かけてごめん。
　昔から、そう丈夫ではなかったから……」
「そうだったの？
　ごめんなさい。私、気がつかなくて……」
　困惑しながら頭を下げる靜羅は、それを否定する椎名の暗い面持ちを、心配そうに見つめていた。
「少し……疲れが出ただけだよ」
　深い翳りを含む双眸を閉じた椎名は、うわごとのように言葉を発した。
「片蔭橘宮彰祇……か。懐かしい響きだ……」
　ようやく、彼自身はその事実を受け入れた。
　遼は、小さく頷いた。
「君と初めて会った時から、何となく解っていたんだ。
　何故ならば、……僕達はずっと、君のことを捜していた。
　神霊感応能力を擁する、片蔭橘宮家。
　その中でも最強の力を持っていた、初代橘宮の魂を受け継ぐという、かつての君を……」
　そのことを知っている人物は、今ではごく限られた人間だけだということを、椎名も知っていた。
　事実、その名前を知っているのは、彼らが伊豫之二名島の六大宮家の一員だからであろう。
　だが、それには多少の語弊があるということを、彼は覚えていた。
　僅かに双眸を開いた椎名は、胸元に手を持っていった。
「それはもう……過ぎた過去のことだ。
　千年前に総ては終わった。
　それでも君達藤妃家は、今でもこの国を守護している。僕はそれを放棄したことになる」
　椎名の厳しい眼差しは、その痛んだ心とは裏腹に、とても美しいものだった。
「……何故、特殊神霊調査官として、僕達の前に現れた？」
「総ては、この宇宙の統括神だった聖主・麒邏神の御意志ですよ。藤宮様」
　その低い声に、周囲の誰もが耳を疑った。
　靴音が、どこからともなく近づいてくる。
「そのために、私どもは、この場所で再び、あなた達を引き合わせることと致しました。
　ラッセル公爵と、そちらにおられる靜羅嬢とを……」
　校舎内に設置された街頭に照らし出される、長身のシルエット。
　雨を含んで濡れる漆黒の髪と、端正な面持ちに滴る透明の雫。
「……北條さん……」
「こんばんは。
　あなたの危機を察して、来てしまいました……」
　もの寂しげに微笑するその陰影は、決して、偽りではなかった。
「北條さん……」
「藤妃遼様、靜羅様。
　かつての私は、神霊四天王神の僧伽・北驪を名乗っていました。
　現在の私は、その神の意識を受け継いだまま、転生して来ました。
　公爵様にお仕えしている理由は、彼が、麒邏神の復活の鍵となる人物だからです。
　『藤源郷の輪廻神話』のことをどう思っているかは存じませんが、綜邏帝と同様、麒邏神を封印するというのであれば、我々はそれを全力で阻止します」
　突然すぎた、北條からの宣戦布告。
「！」
　遼も靜羅も、近江達でさえも、驚愕する。
「やはり、御存知なかったと見受けられる。
　綜邏帝の策略に破れた麒邏様は、未だに封印されたままです。
　我々は、麒邏神の正妃・靜霞媛様の御意志に従い、この世界へ事実を調べに来ました」
「……『藤源郷の輪廻神話』が目的ですか？」
　そうなれば、たとえ相手が神の転生者であったとしても、容赦はしない。
　あの神話を護るために、歴代の藤宮はその手を血で染め続けて来た。
　存在理由を維持するために。魔の手から、この世界を護るために。
　北條は、静かに言葉を続けた。
「……別に神話をどうこうしようとは、思っていません。
　我々の目的は、麒邏神捜索です。これは、藤源郷の女神からの勅令ですから」
「では、靜霞媛様とは、実在する御方だったのですか？」
　靜羅の声色が跳ね上がる。
「ええ。今でも藤源郷にいらっしゃいます」
「それは事実ですか？」
　身を乗り出す遼。
　対する北條は、躊躇しながらも頷いた。
「物的証拠はありませんが、事実です。
　いずれにせよ、時が熟せば､総ての謎は解き明かされることでしょう。
　事実、靜羅嬢の実名が、それを物語っている筈」
「！」
「お気づきではありませんか？
　靜羅嬢は初代の鈴菜媛様、124代目紗羅姫と同じ実相名を持たれていますよね？」
「……何故、そのことを……」
　それを知っているだけでなく、その名前の謂われまで知っているとは。
　やはり、彼らはただ者ではない。
　北條の方は、遼の問いに答える代わりに、微かにその目を細めた。
　その理由を悟った椎名は、遼に悟られないように、意見を伝えた。
　『それ以上のことを話すのは、まだ早すぎるのではないか』という意見を。
　だが、それを拒否した彼は、更に言葉を続ける。
「何故……とは心外ですね。
　我々は、あなた方のような組織力はありませんが、特殊神霊調査官ですよ。
　その程度のこと、調べればすぐに解ります」
「……君達のことを、甘く見ていたようだ」
　噛み締めるように呟く遼の眼差しは、その言葉とは裏腹に厳しい。
　同時に、遼は椎名に対して、ある種の違和感を覚えずにはいられなかった。
「君は何故、椎名の家に転生したんだ？
　片蔭橘宮家とその一族は、千年前に呪殺されたと聞いているが……」
「……それは」
「敵の目を欺くためです。『世界の秩序』という敵の目を……」
「『世界の秩序』？」
「そうです。彼らは、我々を抹殺しようとしています。
　彼にまつわる、様々な怪事件の殆どは彼らの仕業ですよ」
　
　その後、椎名と北條は、藤妃家の別邸である小手鞠邸に招かれた。
　遼は、一足先に帰ってきていた。
　それから食事を済ませた一行は、居間へと場所移動した。
　遼は玉露を、靜羅は２杯目のロイヤルミルクティー。
　北條はアールグレイ、椎名はキーマンを飲みながら、つかの間の休戦状態を楽しんでいた。
　だが、藤妃兄妹としては、そのような無意味な茶会を催すために、彼らを別邸に招いたのではない。
　だが、肝心の遼も靜羅も、一向に本論を切り出そうとはしない。
　しびれを切らした近江が、北條に質問を提示する。
「北條様。よろしければ、『藤源郷の輪廻神話』のことを、お聞かせ願えませんでしょうか？」
　どうやら、彼が本当の僧伽・北驪ならば、滞ることなく述べられる筈と思ったらしい。
　加えて、幻の創世神話『藤源郷の輪廻神話』のルーツは、風化する運命にある。
「僕からもお願いします。北條さん。是非、お聞かせ願いたい」
　それこそ、気の遠くなる程の昔から伝えられてきた、歴史的にも希少価値の高い神話。
　遼は常々、後世につなげていくためには、改めて編纂する必要があるのではと考えていた。
　だが北條からは、神話について語ることは出来ない、という趣旨の言葉が帰って来た。
「真実の歴史は、靜霞媛様の御意志によって、藤源郷の奥深くに封印されております。
　靜霞媛様の許可がない限り、我々はそれを明かすことは出来ません。
　私の役目は、麒邏様の捜索と、片蔭橘宮家と瀬戸源宮家の再興です。
　あなた方に対しては、それに見合った忠告を与えること位は許されていますが、それ以上の事実を明かすことは出来ません。
　靜霞媛様の御望みは、もちろん麒邏神のこともありますが、藤妃家に望むものもあります。
　今一度、真実の歴史に目を向けた上で、我々神々の宿願を再確認していただけたら……、ということです」
「宿願？」
　遼の問いかけ。その内容を知る椎名の顔が、微かにこわばる。
「千年前の片蔭橘宮彰祇様と、藤妃朝霞宮紗羅媛様との関係が、政略ではなかったという確固たる事実……」
「それは……」
　息を呑んだ靜羅の言葉に、椎名は、そっと静かに目を閉じた。
「あの御二方が祝言を挙げられ、子を成せば、総ての宿願は叶っていた筈です。
　違いますか？」
「……」
　無言で、北條を凝視する遼と靜羅。
「今々とは言いませんが、心の片隅に留めて置いていただければ……今は、それ以上のことは望みませんよ」
　二人の視線をものともせず、北條は淡々とした素振りで紅茶を口に含んだ。
　椎名は、そんな彼を見つめ続けている。
「信じられませんか？
　それでは……不本意ですが、皆様方に私が話せる限りのことをお伝え致しましょう」
　北條は、前置きをしてから、ゆっくりと話し始めた。
　その話の概略は、こうである。
　太古の昔、地球上には統括神以外に、『精霊』という意識体が数多く存在していた。
　彼らは、自然や動植物と会話する術を知っていた
　言葉には、良くも悪くも特殊な波動力・言霊がある。
　その力で相手を癒すことも出来れば、逆に傷つけることも出来たようである。
　方法に関しては、精霊達の中で取り交わされた法律によって、厳重に守られていた。
　当然、彼らは言葉によって、あらゆる自然の恩恵を受けることが出来た。
　いつしか精霊達は、長い年月をかけて霊的進化を遂げ、更なる次元へと旅立っていった。
　中にはこの次元内に残り、生まれたばかりの人類に対して、ありとあらゆる生活の知恵等を与える者もいた。
　その奇跡的な教えに、人類は、彼らを神として崇め奉るようになった。
　結果、宗教が生まれた。
　だが、真実の歴史は、いつしか忘れ去られて行くもの。
　今の人類が神と崇める存在は、あくまでも精霊が霊的進化を遂げた神聖霊であることなど、歴史に残る筈もなく……。
　更に神聖霊は、時に人と接することにより、その者達に特殊能力を授けることもしていたという。
　一般と異なる特殊能力を持つ存在は、それらの神同様、皆に崇められるようになった。
　その殆どが人類の繁栄のためにと、その能力を使役していた。
　だが、ごく一部の者に関しては、それ故の奢りを抱くようになる。
　いつの頃からか、その心にはびこり始めた邪悪な想念が、自らを堕落の底へ誘うことになる。
　これ程の特殊能力を持ってすれば、統括神を越えることはたやすいのではないかと。
　しかし、ただ統括神を攻撃してはならない。
　後世の歴史に対して、それなりに配慮をしなければならない。
　自ら謀反人となり、統括神に破れるのは不本意。
　また、後世にそのような歴史を残すわけにもいかない。
　それにはやはり、統括神に愛されている神達に、謀反人となって貰わなければならない。
　水面下で、統括神に謀反を企てる者は、次第にその数を増していった。
　いつしか統括神の恩恵を忘れた者達は、新たな神々を祀り、崇め奉るようになった。
　結果、とうとう大規模な争乱が起こる。
　至上神である麒邏神が精霊神に与えた特殊能力によって、人々は殺戮に没頭していった。
　原因が麒邏神にあると思いこんだ綜邏神は、自ら戦いを挑み、麒邏神を封印してしまったのである。
　だが、本当の敵は、麒邏神ではなかった。
　綜邏神がそのことを知ったのは、麒邏神を封印した後であった。
　麒邏神を封印しても、人々は争いをやめようとはしなかった。
　いまだに人々は傷つけ合い、殺し合い続けていることからも、それは十分窺い知れる。
　事件の真の首謀者を知った綜邏神は、最後の力でその者を封印した。
　全ての事後処理を終えた綜邏神は、自らの行為を深く反省すると同時に、人々の幸福を守るために、麒邏神が与えた特殊能力を封印した。
　そして彼は、最後に贖罪として、藤妃藤宮家やその他の宮家を興した。
　本来の敵である『闇黒の使徒』率いる、『世界の秩序』なる存在を監視するために。
　その後、綜邏神の行方は知れない。
　伊豫之二名島の六大宮家の内の、藤妃藤宮家・平塚平宮家・橿原琮琤宮家とは、そのような発祥の理由を持つ。
　一方では、麒邏神の遺志を継ぐ者がいた。
　靜霞媛とかつての神霊八將神、二つのグループに分かれた神霊四天王神達である。
　靜霞媛は、麒邏神の捜索はもちろんだが、真実の歴史を後世に伝えるために、片蔭橘宮家・瀬戸源宮家・祝子明日香宮家を興したという。
　総てを成し終えた靜霞媛は、再び自らの統括する世界へと戻っていった。
　その後、片蔭橘宮家は千年前に、瀬戸源宮家は戦国時代に滅したといわれている。
　いずれも呪殺の線が濃厚である。
　それでも、祝子明日香宮家は諦めなかった。
　いつの日にか、呪縛を解いて麒邏神が甦る。
　その時、橘宮家と源宮家、その傍系である宮家も、彼らの補佐役として復活するであろう。
　純粋な神霊感応能力を伝えるために、橿原琮琤宮家と祝子明日香宮家は姿を隠した。
　いつか再び、『藤源郷』が侵されることがあるならば、『藤源郷の輪廻神話』の神々は、この世界に降臨することだろう。
　そう信じるが故に、密やかに、橿原琮琤宮家と祝子明日香宮家は続いて来たのである。
　いつか降臨して来るだろう彼らを、同じく降臨してくるだろう邪悪な存在から守るために。
「……とまあ、こんな所でしょうか」 
　その長い話を、椎名は無言で聞いていた。
　喉が渇いたらしい北條は、紅茶を口に含んだ。
「あの、それは事実ですか？」
　おずおずと、遼が問いかける。
「ええ。そうですよ」
　北條は意外にもあっさりと認めた。
　決して、敵意など微塵にも感じさせないで。
　窓の外では、心までも濡らす晩秋の霧雨が、冬の訪れを示唆する淡雪に変わろうとしていた。
「あなた方は、麒邏神から見れば、自身を封印した綜邏神につながる家柄です。
　しかしながら、綜邏神も行方が知れなくなり……麒邏神も騙されていたことを知っていると思います。
　……そこで私は、あなた達と手を結ぶことにしました。
　ただし、暫定的な調停です。取り敢えず、麒邏神が復活する迄は協力しますよ」
　どうやら彼は、喧嘩を売っているらしい。
「椎名の意見を聞きたい。
　君はどうしたいんだ？」
「……片蔭橘宮家の総帥の転生者だとしても、そのことに縛られたくはない」
「では、僕達の敵になることはない……と？」
「……たとえ麒邏神が見つかっても、綜邏帝と争うとは限らないと思う。
　今の話では、二神とも、好き好んで争った訳じゃないみたいだ。
　いたずらに諍いを起こしても、当人以外にも、……周囲の人間だって傷つくのだから」
　椎名の意見は、明らかに、中立的立場にあろうとする者の意見だった。
「……致し方ないことですが、公爵様がそう仰るのであれば。
　しかし、綜邏帝に戦う意志がおありならば、我々神霊四天王神は、いつでも受けて立つ所存です」
「……北條さん……」
　靜羅の寂しげな眼差しに、椎名は僅かに視線を上げた。
「我々は、争いを望んではいません。
　ただ、麒邏神復活のために動き回っていることを、今一度述べておきたかったのです。
　あなた達には不愉快なことかも知れませんが、僕には、この道しか残されていないのです。
　どうか、それだけは理解していただきたい」
　溶けては消える淡雪が彩る景色の中、寂しさだけが彩られ続けていた。
　
　話し合いは30分程続いた。
　だが、彼らの口から、それ以上の情報は出てこなかった。
　
「それじゃ、ごちそうさまでした」
　帰り間際の椎名は、とても朗らかに見受けられた。
「いいえ。又、誘ってもいいかしら？」
「いいよ」
　その横で、北條は靜羅に視線を投げかけながら。
「靜羅嬢。先程の件、申し訳ありませんでした。
　あそこまで言うつもりはなかったのですが、いかんせん、事情が事情でしたから」
　そう述べた北條は、そっと自身の胸元に指を当てた。
　公爵の心臓のことを暗喩していることを、靜羅も見抜いていた。
「……大事なことは、総てのしがらみをほどくことではないのでしょうか。
　雅君も、昔のことは昔のことだと割り切って。
　明日は部活に来てくれるのでしょう？」
「うん。そのつもりだよ」
　遼と近江、それから堤は、靜羅の横で無言に徹していた。
　だが、いざ彼らが帰ろうと、背を向けた瞬間。
「……公爵」
　遼の問いかけに、椎名が振り返る。
「僕は学校が違うから、四六時中、靜羅を護ってやることが出来ない。
　学校にいる間は、出来る限りこの子のことを気遣ってやってほしい……」
　それは、素直な意見だった。
「僕で良ければ……」
「今一度、調べ直してみる必要性が出てきたみたいだ。
　綜邏神のこと、麒邏神のこと、……そして、この世界の真実のこと……」
　真実という響きに、椎名の瞳が、ほんの少し切なげに揺れた。
「出来れば、君達とは敵になりたくない。
　僕にとっても、君達と争うことは、決してプラスにはならないと思うんだ」
「そうだね……」
　小さく頷く椎名の目に、迷いの色はなかった。
「それでは、失礼致します。おやすみなさい」
「おやすみなさい」
　その家を出る頃には、淡雪は溶けてなくなっていた。
　
　居間に場所を移した一同は、改めて話を整理することにした。
　だが、新しく得た情報は、今迄のそれを覆しかねない貴重なものだったことには違いない。
「一からやり直さなければならないようだな」
「そのようですね」
「はあ……。何だって、僕の世代であれこれとアクシデントが出てくるんだよう……。
　藤妃藤宮景朋の転生者だっていうプレッシャーだけならまだしも、今度は片蔭橘宮彰祇と、僧伽・北驪様の転生者だあ？
　……っとに、どこまで僕を困らせれば気が済むんだよ」
「そんなこと言ったって、仕方ないじゃない。出逢ってしまったものは。
　犬も歩けば棒に当たる、っていうし……」
「僕は犬じゃないぞ！
　確かに仕事の犬だけどな」
「仕事の犬じゃなくて、鬼でしょ？
　でも、それをいったら、鬼に失礼だわ。あなたみたいな怠け者と一緒にされたんじゃあね」
「誰がナマケモノだって？　せめて同じ原産国のよしみでニホンザルくらいに！」
「……畏れながら、遼様に靜羅様。
　雑談はその辺にして、先刻の話に戻された方がよろしいかと……」
　見るに見かねた近江が、恐らくは遼に対する配慮からだろうが、それとなく助け船を出す。
　だが、当の本人はというと。
「さっきの話って、何？」
　余りにも無下に返答する。
　近江は近江で、幾等解っていたこととは言えども、遼の忘れっぽさには未だに慣れることが出来ないでいた。
　それは彼なりのささやかな、だが、はっきりとした反抗的精神の現れなのかも知れない
「ですから、何を調べ直すと仰るのですか？
　まさか、あの話を信じていらっしゃるのでは……」
「信じているさ。『藤源郷の輪廻神話』のこと、橘宮家や源宮家のことだよ」
　遼の人の良さを高く評価している近江は、即座に心配が的中したことに、戸惑いを感じた。
「しかし、公爵様は橘宮様に関する事柄は、殆ど述べられてはいませんでした。
　それに、北條様の態度も気になります。一応、監視員を置かれた方がよろしいかと」
「無駄無駄。あの人のことだから先読みして、監視にならなくなるさ」
「そうそう。あの人って、僧伽・北驪様だった御方でしょ？
　いくら何でも、特殊能力者程度が、元・神様に適うわけないって」
「……靜羅も、なかなかいいことを言うようになったなあ。
　椎名だって、千年もこの世にいなかったんだから、色々と考え方とか変わるさな」
「会話の疎通が滞っておりますが。
　しかし、遼様もそれは同じことではありませんか？」
「そう言われれば、そうだよなあ」
　遼は、あくまでも他人事のような態度を崩さない。
「とはいえ、伝説の橘宮様が現れてくれたんだ。
　何より……今残っている宮家連中と、その護り主以外で、『藤源郷の輪廻神話』の事実を知る数少ない人物だ。
　それこそ丁重にもてなさないと、こいつが怒る」
「あなたは私が怒るかも知れないから、彼らをもてなしたっていうの？」
「いんや。
　ただ、北條さん曰く、ロミオとジュリエットみたいになっても、と言いたかったんだ」
「……まーた、訳わかんないこと言って～」
　呆れる靜羅を横目に、遼は何事かを思索していた。
「……確かに、千年前の紗羅姫と橘宮は、純粋な恋愛結婚する予定ではあったんだ。
　思わぬ災難で、二人は死んでしまったけど」
「……うそぉ」
「事実だ。彼が最後の生き残りだったらしいしな……」
「じゃあ、その災難が起きなければ……」
「ああ。片蔭橘宮家の未来は、違ったものになっただろうな……。
　その原因を突き止めることが出来れば、裏付けが取れるかも知れないだろう？
　彼らが言うところの『世界の秩序』とやらが関与していれば、一石二鳥という訳」
「すごーい！　そこまで頭が回るなんて、遼らしくな～い！」
「一言余計だ。
　近江。仕事が増えて大変だろうが、お前にしか頼めないことがある。
　ラッセル公爵の病状を調べてほしい。場合によっては、名医を呼び寄せるように」
「遼様！」
「現段階では、彼らの話を信じることは危険だ。それは解っている。
　だが、彼が本物の橘宮だったらどうする。
　一族内にも、手出し無用と連絡をしておけ」
「……はい。かしこまりました」
「大丈夫なの？　彼に任せて」
「あいつだからこそ、命じるんだ。仕事は仕事と割り切れる奴だからな……」
　
　藤妃の社用車で、椎名と北條はコーポラスに戻ってきた。
　それぞれ運転手に礼を述べた二人は、彼の見送りを背に階段を上り始めた。
　彼らの住むコーポラスは、ほんの少し高台に造られている。
「北條さん、今日は夜勤だったのでは……」
「兄がいたので、急用があると言って出てきました。
　すぐに帰りますよ」
「帰るって……今から？」
「少し休んでから、でよければ」
「……」
　心中複雑、というような面持ちで、椎名は先を急ぐ。
　角を曲がったところで、彼らは一人の女性の姿に気がついた。
「……野島さん」
　隣の部屋の住人、野島清香である。
「お帰りなさい。随分と遅かったのね。公爵様」
「お前には関係のないことだ」
　北條の厳しい声が、周囲に響き渡る。
「あら。私、心配してあげていたのよ。
　発作、起こしたでしょ。靜羅嬢達の前で」
「……」
「まだ打ち明けていなかったのね。
　公爵。一つ、いいアドバイスを差し上げるわ。
　女の子っていうのはね、元々勘が鋭くできているのよ。特に、好きな人に関してはね」
「……何が言いたいんですか」
「感づいているかも知れないわね。彼女。
　身分柄、色々な知識を持ち合わせているようだから」
「……野篁」
　北條の口から、ぎりり、と歯ぎしりする音がする。
「事を荒立てたくなかったら、早く告白した方がいいわよ。
　彼女が本気で、あなたに恋心を抱く前に……ね。
　短い命を愛することは美徳だと思える程、彼女は楽な生き方してないんだから。
　それじゃ、またね」
　そう告げた野島は、自身の部屋へと姿を消していった。
　
　パタン。
　電気をつけながら、椎名は、苦笑するしかなかった。
「困ったものだ。彼女にも。
　……何だか監視されているみたいで、気味が悪いと思わないかい？　北條さん」
「……」
「北條さん？」
「あ……ええ。そうですね」
　どことなく上の空の北條。その理由を、椎名は気がつく由もない。
　リビングのソファに座りながら、彼はエアコンの電源を入れる。
「……引っ越した方がいいかな。どう思う？」
「今から探すのでは、それなりに困難だと思いますよ」
「うーん……。
　盗聴器はなさそうだから、気をつければいいんだろうけど……」
「……あ、私はこの辺で」
　元はといえば、夜勤の所を抜け出してきているのだ。
　彼としては、早く帰るに越したことはないのだろう。
　そんな彼の慌ただしい様子を、椎名は何となく寂しいと思った。
「又何かあったら、連絡を下さい」
　名残惜しそうな椎名の様子に、北條は、胸が締め付けられるような想いを抱いた。
「何かあってからでは遅いので、事前に連絡を入れますよ。
　それでは、おやすみなさい。公爵様」
「おやすみなさい」
　挨拶を交わした直後、彼の姿は、そこにはなかった。
　
　一人寂しい室内で、彼の心を癒すものは、一人で飲む紅茶と大好きな音楽鑑賞。
　そのことをよく解っている椎名は、早速台所に立って、お湯を沸かし始めた。
　彼女が気がついているかも知れないという疑念は、確かに自身の中にも存在していた。
　今回の発作は、どうにかごまかすことは出来たが。
　……やはり、自身の口からきちんと説明した方がいいのだろうか。
　それとも、何も言わないで、姿を消した方がいいのだろうか……。
　だが、藤妃の情報網では、何処にいても見つかってしまうだろう。
　たとえ、病院のベッドの上で動けなくなっていたとしても……。
　椎名の悩みは尽きることはない。
　
　
　
　　　　　第９章　　果たせない約束
　
　
　高文連の総合文化祭も終わり、残すは定期演奏会と期末考査という状態の中、部員達はそれなりに頑張っていた。
　なんといっても、３年生にとっては最後の晴れ舞台である。
　殆どの部員は、引退後、楽器に触れる機会を持たなくなるであろう。
　だが、数人はプロの演奏家を目指して、音楽大学への受験をするという。
　神郷学園では、芸術・スポーツ方面で優秀な成績を収める生徒に対して、専門家を紹介する制度がある。
　早い時期から進路希望調査を行い、個人の進路希望状況を把握することによって、早期からプロの指導を受けることが出来る。
　大学受験を控える部員からも数名、そのような学術制度によって個人レッスンを受けている者がいる。
　音大を目指す部員達に朗報が舞い込んできたのは、その日の放課後のことだった。
　
　部室である音楽室に現れた長谷川教諭は、開口一番。
「聞いてほしいことがある。
　この度……正式に、神郷大学と大学院の方に、音楽科が設置されることになった。
　色々な準備で２年かかるらしいから２年生は間に合わないだろうが、１年生達は頑張れば、第一期生として入学できるかも知れないぞ？」
「本当ですか？　先生！」
「ああ。名誉理事長の努力の成果だ。
　そうですね？　藤妃さん」
「あ……ええ……まあ……」
　確かに、役員達に対して音楽科設立を求めてはいたが、それも２年も前からである。
　……よもや、自身達が卒業する頃になって可決されるとは。
「そこでだな、名誉理事長への感謝の気持ちを込めて、定期演奏会で彼女に贈る曲を演奏してみてはどうかと思う。
　良い案があれば、私か部長の所まで言ってくるように。
　今日は、音楽科設立についての会議に出てくるので、みんなで練習をしていて下さい。
　それじゃあ、解散！」
　
　その日は、椎名も練習に参加していた。
　以前と同様、靜羅の個人レッスンの講師としての立場は崩さないでいた。
　それでも、顧問の長谷川には気に入られているらしい。
　元々、３年生の部活動引退シーズンは、夏前から真夏にかけての間である。
　当然、部員の役職交代もこの時期に行われる。
　吹奏楽部に関しては、定期演奏会がクリスマスシーズンであることから、その時期を引退としている。
　部長やパートリーダーといった役職の世代交代に関しては、夏の県大会後に行われている。
　残りの４ヶ月で、３年生は２年生の補佐役として、部員のまとめ役の育成に努める。
　椎名に関しても、靜羅の個人レッスンの講師として姿を現したのは、９月下旬。
　部活動に参加し始めたのは、つい最近のことである。
　いずれにせよ、間もなく引退する学年の生徒の部活動参加を認めたのは、彼の音楽的才能が秀でたものだったからであろう。
　だが、長谷川はまだ気がついてはいない。
　椎名雅春とは、かつて、著名な音楽コンクールでその名を日本中に知らしめた、天才サクソフォニスト、アーサー＝ラッセルだということに。
　
　彼は、その部活動中、殆ど楽器を持って演奏することはない。
　ドクターストップを無視した行動に、少なからず罪悪感を抱いているのか。
　あるいは、とうの昔に覚悟を決めたはずの『死』に対する、漠然とした不安か。
　今でも彼は、靜羅の個人レッスンや部員の指導、といった傍観者の態度を崩さないでいた。
　自ら練習をすることも、殆どなかった。
　音合わせと簡単な基礎練習だけで、合奏に参加するというパターンが多くなっていた。
　合奏に参加するといっても、あくまでも補佐役的な感じで、決して目立つことはしない。
　そんな彼の一挙一動を見つめていたのは、何も靜羅だけではない。
　他の部員達にとっての椎名は、靜羅付きのレッスン講師だった。
　その指導の合間に音楽指導をして下さる先輩、あるいは臨時講師のような認識をしていた。
　実際、アンサンブルコンテストを控えている部員は、椎名から色々な指導を受けていた。
　その他の部員達の練習状況も気にかけていたこともあってか、後輩達も彼を慕っていた。
　唯一、有沢だけは微妙に違っていた。
　それは、彼女の入部目的と靜羅に対する対抗心、そして、彼女自身も気がついてはいない、『もう一人の自分』に端を発していたのかも知れない。
　
　楽器ケースを持ってきた椎名は、開口一番。
「さてと……。今日は、これをして貰おうかな～」
　靜羅の譜面立てに、１枚の手書きの楽譜を置いた。
「……えー？」
　一目見ただけで、彼女には、それが苦手な譜面だということが見て取れた。
　楽器を組み立てながら、椎名は言葉を続けた。
「僕の手書きだから文句は言わないで。
　でも……最低限、これくらいのことは出来ないと」
「これくらいって、これ、16分音符？」
「……32分音符のつもりなんですけどぉ……」
　苦笑する椎名。
　確かに、その楽譜は32分音符の表記がなされていた。
「……自信ない」
「大丈夫。『アルメニアンダンス　パートⅡ』のアレグロ程じゃないはずだから」
　『アルメニアンダンス　パートⅡ』とは、アルフレッド＝リード作曲の楽曲である。
　県大会の自由曲で、靜羅はセカンド・アルトを演奏した。
　理由は、公務が多忙な時期で、余り練習に参加できなかったためである。
「あれはセカンドだったから」
「ん？　だったら尚更大丈夫だよ。セカンドは＃のオンパレードだっただろう？」
「まあ……それはそうだけど」
　困惑する靜羅は、譜面台に乗せられた楽譜を一瞥する。
　その横で、椎名は軽く音を鳴らすと、チューニングをする。
「僕が教えてあげるから。
　まあ、大船に乗った気分で……」
「はあい……」
　渋々といった様子で、靜羅はマウスピースを口にくわえた。
「じゃあ、僕がやってみるから。楽譜通りにしてみると、こんな感じ……」
　そう述べた彼は、譜面を見ることなく、いともたやすくそれを演奏した。
「……という感じ、かな。
　これから君に取り組んで貰いたいことは、苦手分野の克服」
「それが出来れば、こんなに苦労致しませんわ」
　わざと茶目っ気ぽく、述べてみる。
「僕の考えた練習曲だから、絶対合格して貰うよ！
　さ、やってみましょう」
「ふあーい」
　そうはいってみても、これがやはり難しいのである。
「最初は、一音ずつ的確に拾っていった方がいい。速度を落として……」
　取り敢えず、靜羅は一音ずつ指を探り始めた。
　それから、椎名の指導を受け始めた。
「ここは、この指使いの方がスムーズに行くと思うんだ。
　それと、きちんとメトロノームに合わせること。
　アレンジとはいっても、リズムに忠実に」
　次に、メトロノームを用いた練習に入る。
　スローな譜読みで音を拾っていく。慣れれば、少し速度を速めて……といった具合に。
「そうそう。リズムが甘くならないように……」
　その練習を、こつこつと繰り返すこと、20分。
「うん。まずまずの出来だね。
　今日は音に慣れることに専念して。その調子で続きを……」
　そう告げた椎名は、僅かに息を整えた。
「どうかしたの？」
　靜羅の困惑した面持ちを前に、椎名は小さく首を傾げた。
「……いや。何だか最近、疲れているみたいだ」
　微かに、いつもの兆候。
　……危険だ。日常生活に迄支障を来すようになってる……。
「どこか……具合が悪いのではないの？」
　だが、椎名の口から直接聞く迄は、そのことを知らないふりをしなければ。
「あの、お取り込み中の所、申し訳ないんですけど……」
「ん？　どうかしたの？」
　遠慮がちな崎山の態度に、靜羅は怪訝そうに問いかける。
「藤妃先輩。
　椎名先輩をお借りしてもよろしいですか？」
　椎名は、思いがけない誘いに目を見開いた。
「何？」
「ちょっと、廊下まで御出で願えますか？」
　ますます不思議である。
「……ちょっと行ってくるよ」
「ええ」
　
　階段の踊り場までやってきた崎山は、その時になって、ようやく椎名の方へ振り返る。
「あのですね。折り入ってお頼みしたいことがあるんですけれども……」
「うん？　何？」
　右手前で組まれた指先は、ピンと伸びている。
　そんな礼儀正しい崎山の姿勢は、椎名から見ても快いものだった。
「今度、学園の大学に音楽科が設立されることになりました。
　とはいっても、正式な設立は、２年後になるのですけど。
　これが、藤妃先輩の働きかけで実現したそうなんです。
　そこで、先生から定演で藤妃先輩に贈る曲を演奏しよう、ということになりまして……。
　サックスパートの意見としては、椎名先輩に演奏していただけたら……と思うんですけど」
　いつの間に、そのような話し合いの場が持たれていたのか。
「それって、強制？」
「いいえ。
　パートとしては、先輩にはお世話になりっぱなしだったので、恩返しをしたいと常々思っていたんです」
「だったら、丁度いい機会じゃないか。
　ずっと同じパートで頑張ってきたんだろう？　僕みたいなのがしゃしゃり出るのは……」
「大丈夫です。パートのみんなで相談して、多数決で決めたんです。
　ここはやはり、先輩にお任せしたい……ということで、御願い出来ませんでしょうか？」
　あの有沢が賛成するとは考えられなかったが、崎山からの頼みとなると、椎名には断れない理由があった。
　ただ、今の自身に、舞台をこなせるだけの体力が残っているだろうか。
「それに……正直言って私達……主力メンバーは、アンサンブルが控えていますので、新たに何かをするというのは難しくて。
　藤妃先輩にも、その方が喜んでいただけるかと思いまして……」
「……アンサンブルか……。
　ん。解った。僕で良ければ、引き受けさせて貰うよ」
「ありがとうございます！　先輩！」
「その代わり、一つだけ、条件付けていいかな？」
「何でしょう？」
　耳打ち。
「解りました！　任せて下さい！」
　崎山の明るい承諾の返答に、椎名はほっと胸をなで下ろす。
　練習場所に戻った二人は、それぞれのポジションの所へと戻って行った。
 
　セジュール・ミント。103号室前にて。
　その部屋の前には、帰りの遅い主を待っていたらしい、漆黒色のカシミヤコートをまとった男性の姿があった。
　部屋の主を見るなり、彼は待ちかねたというような面持ちをしてみせては、最後のたばこを携帯灰皿にしまった。
「来てたんですか？」
　驚きを隠せない主は、鞄から玄関の鍵を取り出した。
「いけませんか？
　それより、今のあなたは高校生なんですから、余り夜遊びは……」
「別に、レッスンに付き合っていただけだよ」
「こんな時間迄？」
「急遽、思いがけない予定が入って。
　何かあった？」
「いいえ。
　大したことではないのですが、又あちらの世界の住人達が、色々と騒ぎ始めていまして」
　椎名は手慣れた手つきで、玄関の鍵を開けた。
「今日は飲む？」
「いえ。真剣な話をする時には、飲まないようにしていますから」
「その言葉に、何度裏切られて来たことか……」
　椎名は苦笑いを浮かべながら、彼を招き入れた。
　玄関先でコートを脱いでから中に入った北條は、それを特等席の横に置いた。
　そんな彼を横目に、椎名はグラスと氷とメインディッシュのブランデーを用意し始めた。
「公爵様。本当に今夜はいいですよ」
「……今夜は、飲みたい気分なんだ」
　その言葉に、北條の心がざわめいた。
　滅多にアルコールを口にしない椎名が、そのようなことを発言する時には、たいてい理由があった。
「……何か、あったんですか？」
　北條は、彼の眼差しの中に微かにちらつく、蒼い翳りを見つめていた。
「難しい質問ですね」
　改めて自身の指定席に腰を下ろした椎名は、ため息混じりの口調で答える。
「やはり、この間のこと、拘っていらっしゃるのですか？」
　この間のこと、という曖昧な表現に、椎名の心がざわめきたった。
「……そう、かも知れない。
　かつての僕の意識体が橘宮だったなんてことは、もう過去の出来事でしかないのに」
「しかし、あなたは確かに、伝説の橘宮を内に秘めている。
　……あの時のことを、追魔師として甦った能力の実相は、もう一人のあなたが知っている」
　北條には、彼が橘宮であることを否定することは出来ない。
　何故ならば、それを否定する言葉の魔力が、彼を弱くしていると認識していたためである。
「……総ての宮家がこの国の影の世界に生き続けてきたように、僕達も藤妃の影に徹するべきです。
　違いますか？」
　厳しい眼差しと、ブランデーグラスに注がれる琥珀色の雫に、北條の瞳が微かに揺れた。
「ええ。そうでした……ね」
「だから、千年前の約束なんて時効ですよ。
　ましてや、それ以上の	ことは……」
　静かに腰を下ろした彼は、その瞳を翳らせたまま、静かにうなだれる。
「まさか、もう時間がないのですか？」
　首を横に振る椎名。
　だが、その深い眼差しは、黎明時の月明かりが哀愁に翳っているかのように、寂しいものだった。
「まだ大丈夫だろうけれども、この２、３年が限界でしょうね。
　僕がこの世界に呼び戻されたことが、何よりの証拠です。
　橘宮が、椎名雅春に共棲するという形をとって迄……」
　唇を噛み締め、苦悩する椎名。
　腕組みをしたまま、沈痛な面持ちの北條。
　二人を優しく照らしている三日月の灯火は、さながら夜の女神。
　その星月夜は、二人の未来さえをも知っていて、その場所で見守っているのだろうか。
　あの時から……もう幾千もの夜と共に……。
「……あなたを助ける方法は、ないのですか？」
　北條の言葉に、彼は再び首を横に振った。
　その顔には表情はなく、眼差しは、消えかけた月の輪郭を追うばかり……。
「……そんな虫のいいことは、始めから考えてはいない」
　夜の輝きは、いつしか嘆きと化して、朝露となって地上を濡らす。
　二度と戻れない至高の楽園への想いを、その内に秘めて……。
　そんな月の涙達は、彼の一挙一動を夜に共鳴させながら、一段とその輝きを増していく。
　彼が自身を否定している理由。
　自分を変えようとする、思惑に呑み込まれそうになる。取り憑かれそうになる。
　そんな、自己喪失への危惧の念を抱いたまま、転生してきたからなのかも知れない。
　それとも、誰も理解し得ない暗闇へ堕ちるかもしれないという恐怖心が、結果的になくした筈の諸々の能力を覚醒させたのだろうか。
　……かつての彼女のように。
「確かにあなたの魂そのものは、一度消滅しました。それは事実です。
　ですが、大切な人のために私達がここに生きていることも、紛れもない事実です」
「……」
「今一度、彼女を信じてみてはいかがでしょうか……」
　その一言で、その瞳に映る様々な迷いや憂いは、少しは消えたのかも知れない。
　今日の北條は、この哀しい人に、とても優しくしてあげたい気持ちになっていた。
　やがて、何らかの答えを導くかのように、とても暖かな眼差しで、椎名は静かに答えた。
「何故、ここに僕が在るのか。
　その疑問は、ずっと昔から解けないでいた。
　自身の存在理由が解れば、彼女の疑問に対しても、自然に答えを導いてあげられると思うんだよ」
　
　午前８時過ぎ。
　早々と学校に来た野島は、一人で本を読んでいた有沢の所に歩み寄った。
「有沢さん。ちょっと話いい？」
「あ……野島さん」
　顔を上げた有沢の表情は、ほんの少し翳っていた。
「実はね……吹奏楽部に入ろうかどうしようか、迷っているの。
　ほら。文化祭でサックスソロをしていたとか言う、金髪の人の噂を小耳に挟んでね」
「サックスのソロ？
　……椎名先輩かしら？」
「私、編入したばかりの時、体調を崩して学校を休んでいたでしょ。
　惜しかったなあ。
　ふうん、その人椎名先輩っていうのね？　どんな人？」
　さも興味津々といわんばかりの野島の態度に、有沢は僅かに視線を逸らした。
「先輩っていっても、講師みたいな感じなんです。
　だから部活動には、週に、２、３回位しか御出にならないの。
　今は、先輩達のアンサンブルコンテストのレッスンをしていらっしゃるわ」
「でもお、風の噂によると、藤妃先輩の専属講師だって……」
　藤妃先輩、という固有名詞で、有沢の表情が変わった。
「……ええ。一応はそうらしいです」
　俯きがちな有沢の眼差し。その様子で、野島の疑惑が確信に変わった。
「……有沢さんは、椎名先輩のことが好きなの？」
「えっ？」
「隠さなくてもいいのよ。
　別に、あなたが誰のことを好きになろうと、私には関係のないことだもの。
　ただ、相手が悪いと思わない？」
「相手が悪い？
　……藤妃先輩のこと？」
「だって、あの藤妃財閥の御令嬢ですものね。
　椎名先輩の方の身分が釣り合っていれば、の話だけど。
　いずれにせよ、あなたの努力次第だと思うわよ」
「……」
「不可能を可能にするのが、恋じゃなくって？」
「でも、まだ……先輩のことを良く知らないから……」
「それって、自分の理想を相手に押しつけるつもり？
　そんなんじゃ、いつまで経っても彼氏どころか、友達だって出来ないわよ」
　語気を荒立てた野島の態度に、有沢は目を丸くした。
「あ、ごめんなさい。少しきつく言い過ぎたかしら……。
　でも事実よ。はっきり言って、あなたみたいな子、周りが苛立つタイプかも知れない。
　それを直さない限り、彼氏なんて夢のまた夢。
　まだ若いんだから、今の内に、性格変えた方がいいんじゃないの？」
「性格変えるって……」
「そんなの、方法は色々あるでしょ。
　何事も、やってみなければそれがいいのか悪いのか、解らないものよ。
　失敗を恐れている限り、椎名先輩は振り返ってくれないと思うけど？」
「野島さん、おはよう！」
「あ、おはよう！」
　仲の良い生徒が登校したことを見て取った野島は、有沢を見やると。
「いずれにせよ、その他力本願的な所を改善しないと、クラスでも孤立しちゃうわよ」
　そう断言した野島は、有沢の所から離れた。
　まっすぐドアへ向かった彼女は、そのまま教室を出ていった。
　
　３年生のたむろする３階にて。
「藤妃先輩！」
　野島は早速、廊下で鴻坂と堤と話していた彼女に声をかける。
「何？　またあんたなの？」
　鴻坂の不信感を横目に、野島は話を続ける。
「有沢さん、やっぱり椎名先輩を狙っているみたいです。
　まだ本当に好きじゃないみたいですけど」
「……」
「報告終わりです！
　私、先輩達の味方ですから」
　そう告げるやいなや、野島は足早に走り去った。
　その後ろ姿を見つめながら、靜羅は、彼女の本当の狙いを突き止める必要があることを確信した。

　
　
　　　　　第10章　　六芒の魔法陣
　
　
　11月後半ともなると、３年生達が頭を抱える確率が倍増するという。
　理由は、期末考査だけでなく、肝心の大学進学への推薦入試が控えているためである。
　この学園は、初等科から大学院迄、殆どエスカレーター式である。
　高等科や大学に関しては外部入学者もいるのだが、かねてから学園に在籍している生徒達にとって、入試らしい入試は殆ど無縁である。
　かといって、別の大学や専門学校に進学する予定でいる生徒達が、全くいない訳ではない。
　いわゆる受験組の間には、本格的な受験勉強の雰囲気が漂っていた。
　特に、今回の期末考査後に控えた三者面談で、最終的な進路が決定する。そのこともあり、彼らは周囲以上に真剣に勉強に励んでいた。
　
「靜羅はどうするつもりなの？　進路」
　推薦入試を間近に控えた鴻坂の頭の中は、そのことで一杯だったらしい。
「推薦入試とはいっても、小論文と面接だけだから。
　でも、志望者が多い学科では、事前に小テストをするみたいだけど」
「ふ～ん……。今年はどうだろう～。
　靜羅は、何処を受けるつもりなの？」
「一応、国文学科」
「遼君は？」
「住吉の経済学科らしいけど」
「ふうん……」
　視線が泳ぐ。
「矢萩君は何て言っているの？」
「経営学を学びたいんだって。あの人、意外に堅いのよ」
　そう述べた鴻坂は、少し寂しげに俯く。
「親はね、私にその気があれば、院迄出してくれるって言ってるんだけど。
　菫もいるのに、そこまで甘えるのもどうかな～って」
　彼女の父親は、単身赴任で外国へ。母親も、小さいながらも会社を経営している。
　特に母親は、自身にとって、満足だと思える程の教育を受けていないという。
　そのため、娘達には出来る限りの知識と教養を身につけさせたいと思っているらしい。
「母さんは高卒だからね。それがプレッシャーになっているみたい。
　子供に対しては、要望があれば大学院迄行って、満足出来る迄勉強をしてほしい……って思っているみたいなのよ」
「なかなか素晴らしいお母さんじゃないの」
「ただねー、それが私にとって本当に必要なのかなって、思えてくる時があるのよね。
　親の押しつけとは思わないのだけど、その選択が、幸せにつながるのかなーって」
　頬杖をつく鴻坂。
　確かに、彼女はあらゆる面において、まずまずの成績を取っている。教師からの受けも良い。彼女の選択科目にもよるだろうが、推薦段階での合格は、ほぼ確実だろう。
　だが、彼女自身、大学進学の意志が薄い。
　この時期になっても躊躇していることからも、気持ちが揺らいでいることは窺える。
「私だったら、お母さんへの恩返しみたいな意味も込めて、経営学……かしら。
　それだったら、将来、あなたが会社を引き継ぐ時に役に立つかも知れないでしょ？
　ひとまず、大学で勉強してみたら？　実際に社会に出てキャリアを積むのも悪くはないけど、櫻は経営者向きなのかな。事務員とか秘書で終わるタイプじゃないもの。
　そういう意味で、お母さんの着眼点は目を見張るものがあるわ」
　靜羅には、既に父母はない。
　生前の母は、父の片腕的存在だったらしいが、そのような印象はない。
　母は、名誉副総裁である以前に、一母親であろうとした。
　子供達の前では、難しい仕事のことは何一つ語らない。
　行く先々で出逢った人々のことや、景色の美しさを話して聞かせてくれたものだった。
　その姿勢は、小さい頃から変わらなかった。自身達が幼かったのではない。彼女が語らなかったのである。
　加えて、彼女は父親の代わりに、藤妃家のことを色々と語ってくれた。
　元々、彼女は藤妃家の人間ではなかった。
　それにも関わらず、藤妃家のことに関しては、何故か父よりもよく知っていた。
　自身達兄妹は、父からは藤妃財閥のことを、母からは藤妃家のことを教わったのである。
　５年前の飛行機事故により、二人とも、その命を落とした。
　遺体は、回収不可能だったと聞いている……。
　海に沈んだまま、両親は帰らぬ人となったのである。
　寒い寒い、冬の海の底へ……。
「靜羅は、寂しくない？」
　靜羅の表情が曇った理由を、鴻坂は、自身と別の学科になることへの不安と解釈したらしい。
　実際の所は、両親のことを思い出していたのだが。
「あ。早苗ちゃんも、何だか同じ学科らしいの。ね？」
「ええ。奇遇といえば奇遇なんですけど」
　ことの次第を傍観していた堤が、その時になって、初めて自身の意見を述べた。
「ふうん……。じゃあ、私も同じ所にしようかなあ」
「え？」
「経営学って、男ばっかりで誘惑されると困るしー」
「はいー？」
「それに、靜羅とつるめなくなるのは、それはそれなりに寂しいしー」
「え？」
「ここはひとまず、女の子らしく、文学少女を目指そうかなあ……」
「……」
　返す言葉をなくした、靜羅と堤。
　確かに彼女の意見も、あながち間違いではないだろう。
　何より、その派手目の容姿を除けば、彼女は十分、日本的な教養を身につけている人間なのだから。
「で、椎名君は何て言っているの？」
「さあ。そこまで詰めた話はしたことないから……」
　既に成人していることと、心臓に抱えた疾患のことを考えると、大学に通う精神的余裕等はないだろう。
　彼だって、何らかの形で社会人としての生活を営んでいるのに違いない、と思いながら。
「ここにはまだ、音楽科は設立されていないからね。
　コンクールに出ている気配もないし、個人レッスンに通っているという話も聞かないし。
　ここは多分、オーソドックスなところで、就職組じゃないの？」
「就職か……。だったら、早いところ、決めちゃっとかないと！」
「何を？」
「決まってるでしょ！
　告白して、ちゃんと恋人扱いして貰わないと！
　よくある話よ。学生と社会人の恋は長続きしない、というのは。
　多分、お互いの生活環境が大幅に変わっちゃうことから来る、時間とか気持ちのずれとかが原因なんだろうけど」
　さも重要事項のようにまくし立てる鴻坂の様子に、少なからず、靜羅は危機感を感じていた。
　だが、そのような危機感を抱いていた人物が他にいることに、彼女達は気がついてはいなかった。
　
　一方その頃、矢萩と椎名も、進路のことについて話し合っていた。
「僕は、別に大学進学は考えていないよ」
　矢萩に対して、椎名ははっきりと断言した。
「何で～。もったいないよ。
　それだけ楽器がこなせたら、プロだって夢じゃないだろう？」
　矢萩は、椎名の実年齢については知っていた。
　元々、彼程の腕前の人物が、このような所でくすぶっていることに疑問を感じていた。
　その根本的な理由については、矢萩自身何も聞かされてはいない。
「別に今からでも遅くないって。
　な、せっかくの機会なんだからさ、もう一度挑戦してみたらどうだ？」
「もう一度も何も、２年前も受験していない。
　……受けられなかったんだ」
　頬杖をつく椎名の顔色は、幾分青ざめていた。
「何か、事情がありそうだな。
　靜羅ちゃんと櫻には言わないから、俺にだけ話してくれないか？
　ここだけの話だけどさ……、何か最近顔色悪いぞ。やばい病気なんじゃないの？」
　即座に唇に手をやる椎名。
「別に、体育の授業をさぼっていることを責めている訳じゃない」
「！」
「正直、そのことを誰も疑問に思っていないことの方が、不思議でたまらないんだ」
　暗示が効いていない？
　まさか、北條さんに手抜かりが？
　否、それは有り得ない。彼の催眠暗示は完璧だ。
　何故、矢萩はかかっていない？
「前にも言ったよな。椎名。
　俺は別に、お前が高校生をしている理由を聞くつもりはない、みたいなことを。
　多分、その辺りに関するものが絡んでいるんだろうけど、一人で抱え込むのは苦しくないか？
　俺は年齢こそ違うけど、お前のことを友人と思っているし、それは櫻や靜羅ちゃんだって、同じだと思う。
　ただ、そろそろ、限界が来ているような気がして……」
「限界って……」
　微かに眉を潜める椎名。
　もしかすると、心疾患のことも悟られているのか？　という、詮索意識が働く。
「靜羅ちゃんは知っているのか？　お前の歳のこととか」
　歳の話題になると、自然に声を潜める矢萩。決して、周囲への気遣いを忘れない。
「……ああ。僕がラッセルの名前を名乗らない理由も、理解してくれていると思う」
「それだよ、それ！　それ、お前の悪い癖。
　相手が靜羅ちゃんだからこそ、自分のことは自分の口で正直に話さなきゃ、だめだって。
　甘えてちゃあ、だめな時だってあるんだぞ。
　尤も、俺は甘えさせて貰ったことなんて……多分ないけど」
「甘える？　僕が、彼女に？」
「そ。端から見てると、お前って、つくづく末っ子タイプなんだなあって思う。
　それも、姉ちゃんとかに大事にされてる、っていう感じがさ」
　彼は、以前自宅に来たときに、長姉と会っている。
　そのせいかもしれないが、彼の洞察力には目を見張るものがある。
「あまり意識したことはないけど、そうなのかな……」
「ああ。女の子には、母性本能っていうのがあるからな。
　櫻にもあるかどうかは疑問だが」
　余り意識したことのない領域の話題に、椎名は内心、ときめいている自身に苦笑していた。
「櫻ちゃんは、あれでいて女性らしいと思うよ。
　藤薫寺に言ったときも、お前に気を使っていたじゃないか」
「あれはー、単なるおせっかいだ」
　そう述べながらも、微かに上気しているのが解る。
　矢萩の僅かな表情の変化を、照れ隠しだと笑い話にしてしまう鴻坂の懐柔術には、さすがの矢萩もお手上げか。
「……女の子は、いいね」
「何？　熱でもあるんじゃないのか？」
　真剣に心配する矢萩。
「何だか、羨ましいなって……思っただけだよ」
「彼女がいることか？　あんなんで良かったら、のしつけてくれてやってもいいけどな」
「遠慮しておくよ」
　「そうか？」と告げながらも、内心、安堵しているのは見て取れる。
「それだったら、靜羅ちゃんなんてどうだ？
　櫻みたいな変わり種もいいけど、純粋培養の良家の子女ってのも、いいとは思うぞ」
　キーンコーンカーンコーン……。
「やべ、予鈴だ。じゃ、その話は又後でな！」
　慌ただしく席へと向かう矢萩。それを見送る椎名の胸中には、確かな焦燥感が漂っていた。
　
　授業中、彼はそのことばかりを考えていた。
　同時に、５年前に亡くなった両親のことを……。
　両親は、亡き祖父の葬儀と親族会議のために、英国本国へと向かった。
　様々な事後処理が終わり、帰路に着いた途中の出来事だったという。
　冷たい冬の海に不時着した飛行機。そのまま、両親は帰らぬ人となった。
　救助されたものの体力の消耗が激しく、病院等で死亡した者もいたという。
　死者・行方不明者は、飛行機事故としては、かなりの人数だったという。
　そもそも父は、公爵家の跡取り息子だった。
　母との結婚を反対された父は、同時に公爵家を勘当されて、継承される権利の一切を失った。
　上司の計らいで、父は出来たばかりの支店の支店長として、日本へ来た。
　その大抜擢は、ひとえに彼自身の人望と、上司の思いやりだったと思われる。
　それから母と正式に結婚して、自身達が生まれた。
　仕事も、極めて順調にいっていたと思う。
　少なくとも、母が専業主婦をしていても、十分に生活できていた。
　周囲の理解ある思いやりに包まれて、自身達は育ってきた。
　それは、英国本国の親戚達の冷たい視線を知らないまま、過ごしていたからかも知れない。
　何故か……今でも、あの国には行くことが出来ない。
　帰れば帰ったで、ラッセル公爵としての待遇と生活が待っているかと思うと、……息が出来なくなりそうで。
　祖父が父を勘当しなければ、あの時、両親は死ぬことはなった。
　祖父の顔は、一度も見たことがない。写真さえも、父は持ってはこなかった。
　そして祖父も、自身達の顔を見ることなく、他界した。
　総ては……今となっては、確かめることは出来ないけれども。
　
　ふと、靜羅が時折見せる寂しそうな面差しの理由を知りたい、と思う心に気がついた。
　何故かは解らない。
　だが、彼女のことを知りたいという気持ちが存在しているのは、確かなことだった。
　しかし、それでは調査にはならない。
　本来の目的は『藤源郷の輪廻神話』。それの鍵を握る人物として彼女を見ている筈なのに。
　……北條さんの、あの思惑は事実なのだろうか……。
　確かめなければならないことは、山程ある。
　一つ一つクリアしていかなければ、本当の真実にはたどり着けないだろう。
　椎名は、そう自身に言い聞かせ続けることにした。
　
　昼休み。
　いつものように、待ち合わせ場所に決めてある、中庭の噴水前にて。
　矢萩と鴻坂、椎名と靜羅と堤の５人組は、いつものように談話に花を咲かせていた。
「で、進路はどうするのか決まったのか？」
「うん。一応、みんなで国文にしたの」
　実にあっけらかんと告げた鴻坂の態度に、矢萩は目を丸くした。
「なにい？
　櫻、俺の話聞いてなかったな！」
「何か言ってたっけ？」
「お母さんへの恩返しがしたいって、あれほど～！」
「だからこそ、きちんと勉学に励むといいますかあ、奥義を極めるといいますかあ」
　どうやら、矢萩としては同じ学部を受けて貰いたかったらしい。
　そんな矢萩の横で、椎名はぽつりと一言。
「……櫻ちゃんって、意外と考えていたんだね」
「何か言ったぁ？　そこぉ！」
　めざとい鴻坂の視線が、矢萩の横顔を突き抜けて椎名の元へと走る。
「あ、お母さんへの恩返しなんて、何だかいいなあって……」
　椎名には両親が既にないことは、矢萩経由で鴻坂にも伝えられていた。
　そのことを思い出した鴻坂は、ばつが悪そうに、ぺこりと頭を下げた。
「あ、ごめんね。何か言っちゃいけなかったみたいね……」
「別にいいよ。意識していないから」
「そういえば、椎名君はどうするの？」
　このメンバー内で唯一、彼の実年齢を知らない鴻坂が質問する。
「それは……」
　靜羅の顔が幾分こわばる。
「会社を任されているから、正直、音楽どころじゃなくて」
「会社？　何処の会社？」
　鴻坂の、好奇心の塊のような双眸に苦笑する椎名。
「あくまでも肩書きだけだよ。
　英国のラッセル紅茶の……」
「えええーっ！　あのっ！」
「会長をさせて貰っている。細かい経営には首を突っ込んでいないけど」
「会長ー！」
　二度びっくりする鴻坂。
「何々！　それじゃあ、大学には進学しないでいいの？
　そういう人達って、一応、何かしらの肩書きが必要なんじゃないの？」
「いや。別に、そんなのは必要ないって言われたから」
「寛大な会社ねー」
「叔父が経営している会社だから」
　紅茶をこよなく愛する靜羅にしてみても、それは聞き捨てならないことだったのに違いない。
　ラッセル紅茶といえば、世界に名高い有名紅茶メーカーである。
　品質の良さに加えて、リーズナブルな価格で、若い世代には人気上昇中の紅茶会社である。
「他に同名の会社がなければ、多分それだよ」
　事実は事実と、椎名はあっさりと認めた。
「じゃあ、コンサーバトリー・ラッセルっていうのも、もしかして……」
「良く知ってるね。日本では、まだそんなに普及していないのに」
　つい先日、靜羅のたっての要望で紅茶小物を購入したのである。
「あ、そうか。デパートの方に、ラッセル紅茶と一緒に納品していたね」
　ビジネスの話になると、それ程関与していないせいか、お互いに疎い。
　そんな二人の会話に、そっと矢萩と鴻坂も声を潜める。
「話変わってるけど、いいのかな。櫻」
「いいんじゃないの？　そういう話は、案外奥が深いんだから」
　その時の二人には、既に独特の世界が広がっていた。
「うん。そのブランド名は僕がつけたんだ。
　ヴィクトリア時代……19世紀中頃か。アフタヌーンティーが流行し始めた頃の話を聞いて。
　当時の貴族達は、南国ムードへの憧れが強かったらしくてね。庭にサンルーム……コンサーバトリーを作ったというんだ。
　そこで彼らは紅茶を飲んだり、ティーパーティーをしていたんだと思うよ。
　それこそ、ボーンチャイナのカップとかで……」
「ボーンチャイナって？」
　鴻坂の嬉々とした質問に、椎名も静かに微笑する。
「牛の骨を混ぜて、高温で焼き上げた磁器のことだよ」
「ふうーん」
「当然、当社のティーセットには、ボーンチャイナが用いられている」
「昨日ね、買い求めたの！　オーシャンシリーズ」
「お目が高い。あれは、当社の製品の中でも、広く愛用されているものなんだ。
　当社製品は全て、『実用性の中にも優雅さを、英国風に格調高く』をコンセプトとして……」
　そんな二人の様子を、周囲の生徒達も意識している素振りを見せる。
　異国の気品が漂う金髪青年と靜羅の組み合わせは、注目されないわけがない。
　だが、そのような好奇的な視線とは明らかに異なる視線が、彼らに注がれていた。
「……」
　ポニーテールが微かに揺れる。
　窓際で彼らを注視する野島の横で、他のクラスの生徒達がはしゃいでいる。
　彼女は彼女なりのやり方で、靜羅を護ろうとしていた。
　別に手柄を立てるためではない。
　靜霞媛付きの神霊四天王神でありながら、単独行動を余儀なくされている現在、現象界での主と決めた人物の指示に従わなければならない。
　伊豫之二名島の筆頭宮家である藤妃家の者が、その名代となるのは、当然のこと。
　名代の資格を持つであろう、遼と靜羅。
　そのいずれかの守護は、彼女にとっては、ごく当たり前の行為だった。
　兄である遼は、特に問題はない。
　問題は、靜羅と共にいる、椎名雅春こと橘宮。
　そして、その背後に控えている北條靖幸こと、僧伽・北驪である。
　椎名は、麒邏神擁立派の片蔭橘宮家の末裔か、あるいは転生者か。依然として定かではない。
　北條は、麒邏神付きの神霊四天王神であり、かつてのライバルでもあった。
　何が目的で、彼女に近づいたのか。そして、彼女をどうしようというのか。
　更に、堤早苗のことがあった。
　縁故者という理由だけで、護衛官とされていること自体、不思議でならないのである。
　能力程度のことは、特に封印していなくても、自然とにじみ出ているものである。
　だが、護衛官にしては、少々不足ではないのか。
　もっと強い能力の者はいないのかという疑念が、野島の意識下で首をもたげていた。
　そんな野島の思惑は、その眼差しに込められた鋭さに顕れていた。
　そして、その場所からは死角ともなる場所に、一人男子生徒が佇んでいた。
　その周囲に、人の気配はない。
　彼は、そのことを改めて確認すると、ポケットから擦り切れた一枚の布きれを出した。
「……今度こそ、消えて貰うぞ」
　口元に怪しげな微笑を浮かべる。
　荒井和重である。
　だが、今の彼は、いつもの彼とは異なっていた。
　その双眸には、談話を楽しむ靜羅と椎名の姿が映っていた。
　それを確認した彼は、徐にその古びた布きれを広げ始めた。
　擦り切れたそれは、幾度となく用いられているのか。どす黒い変色の跡が見受けられる。
　そこに描かれているのは、六芒星が用いられた魔法陣。
　魔法陣とは、魔除けの護符のことである。
　だが、使いようによっては、魔性を召還するための地図にもなりうる。
　術者自身の度量とその使用目的で、シロにもクロにもなり得る、危険な図形。
　彼が用いようとしているそれは、その本来の意味とは全く異なる『裏六芒星』である。
　加えて、彼を操る黒幕が、その魔法陣の存在感に見え隠れする。
　かつて、藤妃財閥の裏組織『藤蘿都』によって、命を狙われた黒井透の怨念、である。
　黒井透。
　現在も、住吉学院高等科に籍を置く、一人の男子生徒である。
　彼は、靜羅の友人だった浦和鮎美の元恋人、並河英樹のクラスメイトだった。
　そんな彼には、かねてから不思議な噂がつきまとっていた。
　その頃、学院では怪事件が多数勃発。それを解決した人物らしいが、定かではない。
　兼ねてから、その事件の調査をしていたのは、靜羅の兄である藤妃遼。
　そんなある日、浦和は交際相手の並河から、別れ話を持ちかけられる。
　それを泣く泣く承諾した浦和は、間もなくして彼との交際を始める。
　以来、靜羅の漠然とした不安や、浦和に対する言いしれない葛藤等が表面化し始める。
　そんな彼女の心を救済しようとしたのが、浦和の元恋人、並河英樹だった。
　だが、彼は間もなくして、父親の仕事の都合で引っ越してしまう。
　彼の強い要望により、遼は並河の転校を隠した。同時に、学院内に箝口令を敷いた。
　黒井はそれを破ることで、日本の影の黒幕、藤妃財閥やその統括者である遼・靜羅に対して、反逆同然の行動に出る。
　その際の制裁措置として、遼は並河や部下達と共に戦った。その戦いはすさまじく、爆発により、校舎の一部が崩壊。遼の護衛官・近江も彼の攻撃を封じるために、銃を握った。
　その銃弾は胸部を貫通したのだが、彼は九死に一生を得た。
　運ばれた救急病院で緊急処置は行われたものの、頭蓋内圧が異常に亢進された状態に陥り、脳の組織が隣接腔に入り込むという、脳ヘルニアを起こしていたという。
　その結果、事件から約２年半が経過した今でも、依然として意識が回復しないでいる。
　仮に意識が回復したとしても、視神経に明らかな損傷が見られることから、失明は免れないだろう、と診断されている。
　生ける屍となった彼を見舞い、浦和は病院通いを続けているという。
　だが、黒井透は生きている。
　そして、今再び、靜羅に復讐しようとしているのである。
　常に彼女を付け狙う黒井は、今度は、魔法陣を用いた呪詛を執り行おうとしていたのである。
　裏魔法陣を操作するには、悪鬼と魂の契約を結ばなければならない。
　召喚された悪鬼が提示してきた報酬は、自らの霊能力。
　黒井が提示した条件は、願望成就の手助けと、その守護。
　そのため、『藤蘿都』が、秘密裡に彼を抹殺しようとした際、ことごとく失敗したのである。
　報酬として与えられる霊能力が、何らかの理由で減少あるいは消失したならば、契約違反とみなされて抹殺されてしまう。
　そのため黒井は、荒井和重の身体と魂を売り渡すことを約束した。
　黒井は、二重の契約を結ぶことで、悪鬼的存在を納得させたのである。
　自身が完全に力をなくしたり死亡したとしても、荒井の身体と魂はあなたの所有物だと。
　悪鬼的存在は、器が欲しいものである。契約違反で使い物にならないだろう死者の身体より、生きた人間の方がいいに決まっているという彼の読みは当たった。
　結果、荒井の身体と魂は、悪鬼の所有物となっていた。
　万が一、黒井自身に致命的な何かが起こっても、人間の身体を持つ悪鬼が、この世界に存在することとなるだろう。
　幾重にも仕掛けたトラップ。
　もうすぐ、願いが叶う……。
　自身を抹殺しようとした藤妃靜羅の死に様が見られる、そう思った。
　今回召喚しようとしているのは、前回の小手調べとは異なり、普通の人間程度ならば簡単に呪殺することの出来る悪鬼である。それでも、自身が契約している悪鬼の下っ端だが。
「……」
　魔法陣を見つめる。
「黒き闇より来たりぬ、悪鬼の下僕どもよ。
　我の声に従い、闇の中からはい上がり、地の底からはい上がり、願望成就なさしめたまえ。
　これなる血液を、その契約の証として、汝らに捧げん……」
　慣れた手つきで彼は、左手の小指の皮膚を、ほんの少し噛み切った。
　微かにしたたり落ちる血液を、その中心にたらす。
　ブワッ！
　次の瞬間、普通の人間には見ることの出来ない黒い炎と煙が、その周囲に発生した。
　その中から、数匹もの悪鬼が躍り出てきた。
　彼らは何かしら解っているらしい。
　特に彼が命ずるともなく、その照準を、靜羅に合わせていた。
　そのため、まっすぐ彼女の元へと降下していく。
『ウガアッ！』
　
　
　
　　　　　第11章　　影眠の霞
　
　
　異質な気配に気がついたのは、櫻を除いた椎名と矢萩と堤、そして靜羅の４人だった。
　実は、以前に靜羅が狙われた際に用いられた結界は、そのまま彼女の側で残留している。
　それでも、その時の効力は時間と共に薄れており、不完全な状態であった。
　そこで椎名は様子を窺いながら、自身の守護結界を解放する符呪を、心の中で唱えていた。
　言霊の力を借りた方が、遙かに効果的だということは解っていた。
　加えて、周囲の様々な霊的波動と共鳴した方が、守護結界の神火を発生させるための労力は軽減出来るということも。
　だが、この場でそれを悟られたくはない。
　……『世界の秩序』の手の者かも知れないのだから……。
　ひとまず、雑念を払いながら意識を集中してみる。
　自らの神火を選別、その召喚まではうまくいった。
　そして、様子を窺うこと、しばし。
「靜羅様！」
「靜羅嬢！」
　堤と椎名の手が、彼女を庇うように伸びたのは、ほぼ同時だった。
「え？」
　戸惑う間もなかった。
「！」
　彼らの周囲には、椎名の放った蒼い神火結界と、堤の胡蝶蘭の結界が張り巡らされた。
　椎名のそれは目には見えない壁となり、悪鬼達の動きを封じ込めては、彼らを闇の世界へと押し戻し始めた。
　堤の結界は、周囲の人間達の安全確保と、催眠暗示による記憶操作が主となる結界である。
　実際に、周囲の生徒達は、見えない結界に包まれてつかの間の眠りに堕ちた。
　そして、その邪悪な気配は、靜羅自身も知るところとなった。
「……」
　結界の外でもがき続ける、異形の者達。
　霊感とは無縁だった鴻坂の瞳にも、それははっきりと見えた。
「魔……魔物？」
　辛うじて声に出した恐怖心は、矢萩の腕の中で消えた。
「櫻。大丈夫だから……」
　懸命に彼女を庇う矢萩だが、その一方で、靜羅と堤の様子が気にかかっていた。
　何だか場慣れしているような、そんな雰囲気が伝わってくる。
　程なくしてそれは、確信に変わった。
「堤！」
「御意に！」
　靜羅の呼びかけに、堤はその命令を把握していた。
　自身の周囲に結界を形成した彼女は、それを身体に密着させてから、その人物を捜すために、その場を離れた。
　その敏捷な動きは、常日頃から、何らかの修練を積んでいることを示していた。
「……くっ！」
　一方、椎名は苦戦を強いられていた。
　結界を維持することで、相当の精神力と体力を消耗するからであろう。
　だが、原因はそれだけではない。
「雅君！」
　護衛する術者がいないことに加えて、結界を解放したことで体力の殆どを消耗した椎名は、心臓発作の恐怖に襲われる。
「……ッ」
　声も出ない。
　胸が激しく、締め付けられる。
　胸元を押さえてもがく椎名の姿は、もはや、知る知らない以前の問題だった。
「雅君！　苦しいの？」
　靜羅には解っていた。間違いない。この間見た光景と同じ。
　椎名も、否定している場合ではなかった。
「薬……内ポケット……」
　言われた場所をまさぐる。そこから、白い粉末状の薬剤が入っている袋が出てきた。
「これね？」
　封を切る靜羅。その指先を、椎名は意識の遠いところで見ていた。
「はい！　飲んで！」
　靜羅は、僅かに開かれた口元にそれを運んだ。
　間もなくして、どうにか発作は収まったが、容態が気にかかる。
　そして、もう一つ、重大なことを告白しなければならなかった。
「……雅君。申し訳ないのだけど、この魔物達を追い返すのに協力して貰えないかしら？」
「えっ？　靜羅？」
　鴻坂にしてみれば、思いがけない発言だった。
　何故ならば、彼女はそのような能力など、持ち合わせていないと思っていたからである。
「靜羅ちゃん。椎名がこんな状態じゃ、とてもじゃないが無理だよ。
　手伝うよ。こう見えても、俺だって霊能力者だから」
　矢萩の申し出に、靜羅は首を横に振った。
「ありがとう。矢萩君。
　でも、奴らは私達の手に負える相手ではない」
「椎名にしか出来ないというのか？」
　こくりと頷く靜羅。
　酷なことを言うようだが、今この場所でそれが行使出来るのは、椎名と堤くらい、だろう。
「堤は術者の捜索にやったから、彼だけが頼りなの」
　勘のいい彼らが、今更気がついてないとは、到底考えられなかった。
　そのため、靜羅は靜羅なりに、その事実を素直に告げたならば。
「……堤さんは、靜羅ちゃんの部下か何か？」
　実を言うと、矢萩の意識の中では、彼女と堤の関係には不思議がつきまとっていた。
　靜羅に対して、どことなく敬語口調の堤。常に背後に控えるように、とても静かに歩く堤。部活動中でも、靜羅の側を離れようとはしない堤。
　そして、先程の敏捷な動き。
　華奢な彼女に、あれほどの運動能力が潜んでいようとは……。
　更に、その気配を完全に消していた、優れた封印力。
　……只者ではない。
　事実が知りたかった。
　今の矢萩には、それらが解決しないと、靜羅との友情を疑いかねない感情の所在を否定することが出来なかった。
「笙君！　今はそんなこと言っている場合じゃないでしょう！」
「櫻は黙ってろ！
　これは、確かめておかなければならないことだ！」
　矢萩の剣幕に、鴻坂はたじろいた。
　覚悟をしたような面持ちで、靜羅は重い口を開いた。
「……総て、矢萩君の考えている通りよ。
　早苗ちゃんは……堤は、私付きの護衛官なの。
　彼女は私のためによく働いてくれて、いつも思うの。私に彼女程の力があれば、と」
　口惜しそうに、靜羅は唇を噛んだ。
　確かに、その気持ちが偽りである筈はない。
　本来ならば、自身が結界を解放したり、敵の侵入を阻止しなければならないのだ。
「堤をやったのは、彼女の能力を信頼してのこと。
　彼女ならば、きっとその使命を果たしてくるわ」
　危険を承知で堤を捜索に回らせたのは、召喚術の制止が前提にあった。
　その根源を絶たねば、いくら結界を張っていても危険には違いない。
「……解った。
　靜羅ちゃんには、靜羅ちゃんなりの事情があったんだな。
　だったらさ、椎名の中に力を注ぐことが出来れば、別に問題じゃないんだろう？」
　そう告げた矢萩は、徐に椎名の左手を取った。
　間もなくして、そこから紅い炎が上がった。
「矢……萩？」
「俺の右手はエネルギーを放出、左手はエネルギーを吸収する媒体だってこと。
　……今の戦力は、お前だけみたいだしな」
　矢萩は、一体全体、何処まで知っているのか？
　特に何かを話した憶えはないのに、色々と良く知っている。
　北條さんの……彼の仲間なのか？　それとも……。
「雅君……どうかしら。この結界を維持出来そう？」
「何とか……」
　苦悶の面持ちで結界を維持する椎名とサポートする矢萩の姿に、靜羅は声を詰まらせた。
「ごめんなさい……。雅君、矢萩君。
　私に、これらを維持する程の能力はないばかりに……」
「いいって。靜羅ちゃん。気にしない気にしない」
　その真摯な姿に、矢萩の中に芽生えかけた、靜羅に対する疑惑は消えたらしい。
「私は？　私には何か出来ない？」
　櫻が困惑したように、靜羅に問いかける。
「矢萩君の側にいてあげて。
　さっき言ってたでしょ。右手はエネルギーを放出する力を持っているって。
　櫻は左手で、大地からの無限のエネルギーを貰って、矢萩君に伝えていて……」
「……？」
「左手を地面につけて、右手は彼の左手を握って。自分の身体をアースだと思って。
　あなたならば、きっと出来る筈よ」
　靜羅は、彼女の持つ雰囲気に、その潜在能力に賭ける意志を示した。
「櫻。彼を助けようと思う気持ちも大事だけど、まずは自分を信じて」
「ん……と……こう？」
「ええ」
　そのような試みは、鴻坂には初めての経験だった。
「自分を信じて。必ず伝えることは出来るから……」
「ん……」
　頷いた鴻坂は、指示通りの行動を取った。
　椎名の方も、矢萩からのそれを受け取っているのだろう。薬の効果も相まって、幾分、落ち着きを取り戻しつつあった。
　幾分、余裕が出てきたせいか、椎名は靜羅の苦悩をひしひしと感じ取っていた。
　彼女は、自身の本来能力に気がついていない。
　その気になれば、遼並み……否、それ以上の優れた能力をいかんなく発揮出来るだろうに。
　彼女自身、劣等感という自己暗示に憑かれている。
　いちかばちかの賭を提示したのは、もはや彼ではなかった。
　椎名自身も、それに気がついていた。
「朝霞宮……。あなたの守護結界を解放しなさい」
　威厳めいた口調と面持ちは、椎名のそれではなかった。
　それを認識した靜羅の表情は、ある種の既視感に凍り付いた。
「その名を持つ者として、使命を果たしなさい。
　貴方の持つ守護結界も、只の結界ではない。
　あなたの特殊守護結界は、実体を持たない存在……悪霊や邪霊といった者達が触れたならば、完全に消滅するという、『影眠の霞』。
　それは、朝霞宮の名を持つ者にのみ、与えられるものなのですよ」
　そう告げた椎名、基い橘宮は、靜羅の背後に在るそれを見据えた。
　靜羅自身も、彼の内に在る者の存在を認識していた。
「私にも……出来るのですか？」
「貴方には、素晴らしい能力が備わっている。
　自分の力を信じなさい。貴方にも護るものがあるならば、総てはそのために……」
　靜羅は、その名を心の中で呟いた。
　橘宮様……と。
　軽く深呼吸した靜羅は、厳かに瞑目する。
　その気になれば、直ちに雑念は消え失せる。それは、厳しい鍛錬のなせる技であろうか。
　程なくして、靜羅は閉ざした視界に光を招き入れる。
　次の瞬間、彼女の背後に薄紫色の炎が上がった。
　遂に靜羅は、自身の持つ結界の炎を現出したのである。
「特殊守護結界『影眠の霞』……、今ここに、その封印を解き放つ！」
　
「あんた、ばっかじゃないの？　あの程度の魔物で、靜羅嬢をどうにか出来ると思ったの？」
　先に現場に駆けつけていた野島は、荒井に喧嘩を売っていた。
「随分と派手なご挨拶ねー？」
　腕組みをしていた野島の様相に、荒井は動じる素振りはない。
「別にあんたに挨拶した憶えはない」
　確かにそれは事実だが、野島自身、藤妃家の人間を主と決めた以上は、主人の危機を黙って見過ごすわけにはいかなかったのである。
「靜羅嬢に対して何の恨みがあるのかは知らないけど、相手が悪すぎるんじゃないの？
　この上、私迄敵に回そうって？
　……全く、人間って、どうしてこんなに愚かしいの？」
「あんたみたいな子供に言われたくねーな。そんなこと」
　ふふん、と荒井は鼻先でせせら笑った。
「子供はどっちなんだか……。
　いずれにせよ、これ以上、人間を装う悪鬼を野放しにしておく訳にはいかないの」
　ポウッ、と彼女の周囲に、茜色の神火がちらつき始める。
　その中で最も美しい茜色の神火が、彼女の右手の上に招き寄せられる。
「出でよ！　《赤纏潜龍剣》！」
　ブワッ！
　彼女が現出したのは、茜色をまとった剣。そこには、潜龍の彫刻が施されてある。
「残念だったわね。私、人間じゃないの」
　剣を握り直した野島は、さながら、ゲームに出てくる女剣士の様相だった。
「……そんなの、今時のマジシャンでもやらねーよ」
「神術を仮想現実と一緒にしないでくれる？」
　切っ先を向ける野島のそれは、余りにも手慣れていた。
　無理もない。神世の頃は右に出る者はいないと言われた、剣の名手だったのだから。
「雑魚にこの剣術はもったいないわねえ……。
　威嚇にはなるかもしれないけど、この剣の由縁も知らないような雑魚相手に、この私がいちいち手を出すのもね……」
　独り言のように呟く野島。決して、油断している訳ではない。
　相手の出方を見ているのである。隙のない自身に対して、相手はどう攻めてくるのか。
　別に、靜羅嬢の部下になった訳ではない。ただ、彼女を現象界での主人と決めた。
　何故かは解らないが、彼女からは靜霞媛とよく似た波動を感じる。
　……優しくて厳しかった、彼とよく似た……『紫』の波動を。
「あなた様のお手を患わせることはありません。野島様。
　ここは、私が……」
「堤さん」
　靜羅の命令を受けた堤が、彼らの居場所を突き止めたらしい。
　彼らの話し声は、少し遠くから聞こえていた。
「私が相手です！　荒井和重！」
　鋭い視線を向けた堤は、左右の掌の上に紫色の炎を現出した。
　右手に挙がった炎は紫色の矢となり、左手に挙がった炎は紫色に輝く弓となった。
「……その弓矢は……」
　何かを察した野島は、彼女の横顔に視線を向けた。
　その表情、どこかで見たことのあるような……。
「堤早苗か。ふん、覚えているぞ。いつも藤妃に引っ付いていたもんな」
　この声。この雰囲気……。まさか。
「……黒井？」
　不敵な笑みを浮かべる。
　その笑み一つに、総ての言葉は封じられていた。
「お前にも、そんな力があったんだな。
　でなきゃ、『藤蘿都』という殺し屋稼業なんて務まらないか」
「……」
　何故、この男、『藤蘿都』のことを知っている？
　野島の目が、堤に向けられる。
　別段、彼女は動揺する素振りは見受けられない。
「せっかく鮎美を差し向けてやったのに、つれない友達だよな。藤妃は」
「浦和鮎美のこと？」
　野島の問いに対する、彼からの返事はない。
「いずれにせよ、邪魔者が来たから、ここはひとまず退散するしかないな。
　藤妃に伝えろ！　俺は決して諦めないとな！」
　そう言い残した彼は、突如、その場から姿を消した。
　何故か戦いは起こることなく、彼の残した魔法陣だけが、そこに残された。
　野島は、その魔法陣に《赤纏潜龍剣》を突き立てた。
　次の瞬間、その魔法陣は、ボッ！　と小さな炎をあげて、跡形もなく焼失した。
　それから、改めて堤の方へ向き直る。
「靜羅嬢の護衛官ともあろう者が、何しに来たの？」
「そういう野島様も、何故あの者と？」
「決まっているじゃない。前々から警告していた筈よ。
　荒井和重には、黒井透という悪霊が取り憑いているって！
　それに、あなた、靜羅嬢を護る気あるの？
　主人の側を離れて、この間にも何が起こるか解らないじゃないの！」
「結界を解放しましたから、その問題はクリア致しております」
　ほら、というように、堤は靜羅達の方に視線を向けた。
　確かに、そこには不思議な結界が張られていた。
「あなたの『藤胡蝶』と橘宮の『蒼鎧』……かしら？
　『影眠の霞』もあるみたい……」
　改めて、堤と椎名達を交互に見直す。
　その表情に、変化は見られない。
「……ふうん。なかなかやるのね。あなた達も。
　でも、これしきのことで、靜羅嬢の御手を患わせることはなかったんじゃないの？」
「……」
「ま、せいぜい頑張ってみるのね。
　堤早苗さん……」
　そう告げた野島は、早々にも剣を消すと、校舎の方へ戻っていった。
　野島の後ろ姿を見送る堤。
　内心、彼女への疑念を消すことが、果たして今の自身に出来るのだろうか、と考えていた。
　だが、確かにあの剣は、僧伽・野篁の所有していたという、伝説の神剣に違いはない。
　一応、主人に報告しなければならないだろう。
　
　皆の元に戻った堤は、その安全を報告。各種結界を解除した。
「……」
　椎名は、気がついていた。
　彼女達の結界にも、確かに炎が用いられている。
　だが、それは神火ではない、ということに。
　この事実を、どう受け止めればいい？
　……又、胸が痛くなってきた。
「雅君。大丈夫？」
「……」
　微かに疼く胸の痛みを、椎名はどうにかこらえた。
「椎名君。どこか悪いの？」
　鴻坂の怪訝そうな声色に、矢萩は目を逸らした。
　前に聞いていた話以上のことを、彼が打ち明けようとしていることが、耐えられなかったのである。
　自ら認めるのか？　椎名……。
　その事実を、言霊の力で、再び自らに強いるのか？
「……もう、隠し通すことは出来なくなったみたいだ」
「な、なんのこと？」
　震える声で靜羅が問いかける。
　あくまでも平生を装う彼女の意志の強さに、椎名は気がついてはいない。
「心臓に病を……心筋症だ。
　２年前、医師からは、余命……１年と」
「心筋症？」
　鴻坂の問いかけに、椎名は思い口を開いた。
「原因不明の、心室筋の肥大を来す疾患だ。
　父親もその因子を持っていたから、遺伝したのかも知れない。
　僕の場合は、閉塞性肥大型心筋症と診断された。
　手術方法がない訳ではない。でもそれは、あくまでも延命治療だ。
　だから、僕はそれを断った。
　それを受けたところで、果たして、どれ程の時間を生きられるのか。
　日本でも心臓移植は出来るようになったけれども、……病院のベッドの上では、死にたくはない。
　僕は、自身に与えられた寿命を全うしたいだけなんだ。
　解って……くれるね？　君ならば……」
　それを聞いた靜羅からは、おそらく手術を勧められるだろう。
　自身には、それを拒む意志と権利がある。
　そのことを、椎名は告げておく必要があると判断したのである。
「……ええ」
　懸命にこらえる靜羅。
　既に切られた、死へのタイムリミット……。
「このことは他言無用だよ。
　もちろん、部員にも」
　こくりと頷く鴻坂。
　木枯らしが、枯れ葉を舞い踊らせながら消えていく。
　彼らは改めて、意志を堅く持つことを自らに誓った。
　
　その日の練習を、椎名は休むことにした。
　発作が起きた時には、部活動には参加しない。それは、椎名自身が決めた約束だった。
　電話連絡を受けた北條は、早速、学園に駆けつけた。
　彼の思わしくない顔色に、北條はそれを悟った。
「今日の天気は、あなたには厳しすぎましたか？」
「……いや。それはない」
　言い淀む椎名。
「詳しい話は後で聞きます。
　何だか、さっきから嫌な気配が……」
「北驪いー」
　次の瞬間、嫌な気配の正体が、車の横に現れた。
「またお前か！　一人で帰れるだろうが！」
　野島に食いかかる北條の様相に、椎名は苦笑した。
「帰るんでしょ？　乗っけてってよ」
「今日は違う」
　椎名は、今後の予定を思い返してみる。
　別に、どこかに寄り道する予定は入っていないが……。
「いいですよ。あなたには色々と聞きたいこともありますから」
　仕方なく、助け船を出す椎名。
　どうやら彼は、野島のことを毛嫌いしているようだが、自身には目的がある。
「本当？　ありがとーう！　公爵！」
「……それは言わないで下さい。ここでは椎名の名で通しているんですから」
「解ったわ。椎名公爵様」
「……」
「北驪、開けて。後ろでいいわ」
「当たり前だ。助手席は彼の指定席だ」
「他の人は乗せたことはないの？」
「彼がいるときは、の話だ」
　渋々、後部座席のロックを解除する。
「ありがと。
　せっかくだから、おいしい紅茶とーお菓子とー、夕食をいただきたいわねえ」
「……もしかして、それが目的か？」
　その時になって初めて、椎名は彼女のたくらみに気がついたのだが、総ては後の祭りである。
　
「……という訳。
　荒井和重には、黒井透という悪霊が憑依していたの。
　彼は、六芒星の裏魔法陣を使って、靜羅嬢を抹殺しようとしていたのよね？　公爵」
「……状況だけを見れば、そういうことになる」
「その時、あなたは発作を起こしていたのよね。
　全く無防備なんだから。単独で守護結界を解放するからよ」
　野島から発作の理由を聞かされた北條は、途端にその顔色を変えた。
　信号待ちも助けて、無言で横にいる椎名に視線を向ける。
「公爵様！　何故そのような無茶を！」
　北條の声が怒りに震える。
　だが、椎名にはそれが何を意味しているのか、十分に解っていた。
「……あなたには、頼れないと思ったんだ。
　手術中だっただろう？　意識して、あなたにこちらの動向を探らせまいと……」
「だからといって！」
「まあまあ。
　それにしても、あの結界、どーもおかしいわ。
　公爵の結界が弱かったとはいえ、『影眠の霞』の結界迄解放する必要があったのかしら？」
　野島からの思いがけない言葉に、彼は思わず自身の耳を疑った。
「『影眠の霞』を？　誰が？」
　靜羅嬢とはいえども、彼女の能力レベル程度では、解放することが出来ない筈。
「靜羅嬢に決まっているじゃない。特殊守護結界だもの。
　それと……彼女達、公爵の心臓のこと、気がついていたんじゃないの？」
　口を挟むようなタイミングで、椎名は言葉を発する。
「そんなことよりも、僕があなたを同乗させたのには、理由があります。
　あなたは、僕達にとっては敵ですか？　それとも味方ですか？」
「さああ。目的意識の異なる者同士を、敵・味方と区別するのならば、敵かも知れないわよ。
　でも私は、あなたを敵に回すつもりはないわ。北驪はライバルだけど。
　ま、公爵には解らない大人の事情ってものがあるのよね？　北驪」
「別に私は、そのような事情を共有した憶えはない」
　ハンドルを握り直す。
「……まあいいわ。
　でも北驪。公爵には知っておく義務があると思わない？
　だから、あなたは『藤源郷の輪廻神話』に手を出したんでしょ？　違う？」
「……」
「公爵、教えて差し上げるわ。
　私達の目的は、確かに藤源郷復活と、それにまつわる悪霊達の一掃よ。
　でも、その排除するべき存在の中には、あなたは含まれていない」
「野篁……」
「含まれているのは、神々とその出自を同じくした、とある悪霊みたいな存在」
「……？」
「綜邏帝は、元々はその目的通り、この世界の創造主であり、神々の父親敵存在だったわ。
　そんな彼が、いつの頃からか、麒邏神に対して不信感を抱き始めるの。
　それが積もりに積もって、麒邏神が封印されるに至った戦いとなったの。
　どうやら綜邏帝は、何者かの策略にはめられたみたい。
　神が策略にはまるなんて、不思議な話でしょ。でも、神様だって決して偉い訳じゃないの。
　願いが叶うことがイコール、幸せだとは限らないように。
　いずれにせよ、神に自殺は許されないの。だから綜邏帝は、麒邏神との戦いで負けることで、黄泉の国へ行くつもりだったのかも知れないわね」
「この間と話が違うぞ。野篁」
「あんた如きに、真実を話すわけないでしょう？
　私は公爵に話してるの。そこで勝手に盗み聞きしないで」
　ブレーキを踏む北條。
　目の前の信号が、黄色の点滅の後に赤に変わる。
「……何故、それを僕に？」
「誤解を解いておきたかったの。
　私達が麒邏神の元を離れたのは、北驪の方が認められると解っていたことが前提にあるけど、もう一つは私の仲間の意志なの。
　あの『疑心暗鬼』は、靜霞媛様にも多大な影響を与えると判断してね。
　誰かが傍にいて護ってあげないと、とてもじゃないけど、媛様が制御出来なくなるから。
　でも、その根本的なところを絶たない限り、何も変わりはしないんじゃないのかなと思って、ここに来たの。
　それともう一つ。もしかすると、私達は仲間として、ある一つの敵を倒すために動いた方がいいかも知れないから」
「ある一つの敵？」
「そ。『世界の秩序』という、敵」
　その固有名詞に、椎名と北條の顔色が変わった。
「悪くない話でしょ？」
　野島の炎の気配。それは決して好戦的なものではないことを、椎名は既に気がついていた。
　
　
　　　　　第12章　　信頼のアリア
　
　
　コーポラスにて。
　野島自身、ティータイムを共にする気があるらしい。
「紅茶を用意してきます。公爵様」
　そう告げた北條は、そのままダイニングに留まった。
　椎名は、書斎兼リビングに彼女を通した。
　アイボリーのソファーにふかふかのペルシア絨緞、重厚そうな本棚。
　そして目を見張るのが、オブジェのようなさりげなさでティーセットが陳列されている飾り棚と、その中に並ぶ紅茶である。かなりの品数がきちんと並べられていた。
　それに目をやった野島は、開口一番。
「コンサーバトリー・ラッセルじゃない！
　すごいわねー。さすが公爵って感じー」
　野島の感嘆の声に、椎名は、ほんの少し緊張がほぐれた。
「よく御存知ですね。紅茶はお好きですか？」
「普通ね。
　クラスメイトが騒いでいるだけ。全く……御令嬢達との付き合いも楽じゃないわ」
「あなたは、野島さんとは違うのですか？」
「正真正銘、野島清香よ。
　北驪みたいに、完全に本人になりすますことは出来ないもの」
「？」
　紅茶を用意してきた北條は、サイドテーブル上で、それをセッティングする。
「そうそう。公爵。もっと普通に話してくれない？
　私が野篁だからって、下手な遠慮はしないでほしいの。解る？」
「え？」
「つまりね、私が神様だからって、畏まらなくていいってことよ。
　今は、野島清香という人間として、ここにいるんだから」
「こういう奴ですから。昔から……」
　北條の注釈に、椎名は複雑そうな面持ちをしてみせる。
「かくいう私も、本当の所、あなたの部下です。
　別に敬語など使わずとも、呼び捨てにして下さってもいいのですよ」
「……いつか、そうなると思います。多分……」
　遠い瞳をする椎名。その視線は、決して現在を見てはいなかった。
「……そういえば、野篁。
　前々から聞きたいことがあったんだが、何故、お前はここに存在しているんだ？」
「は？」
「靜霞媛様の元を離れて、何故ここにいるんだ、と聞いているんだ」
「ああ。命令だから」
　菓子皿に盛られたクッキー片手にあっさりと述べられては、逆に北條の方が言葉を失った。
「もう一つ、聞きたいことがある。
　私は、長くこちらの世界にあったから、状況が今ひとつ読めないでいるのだが……。
　何故、疑心暗鬼の象徴たる『世界の秩序』は、麒邏様にかけられた封印を解くことが出来たのだろうか？
　麒邏様が封印したのだから、たやすく解けるものではなかっただろうに……」
　あの戦いの際、麒邏神は、辛うじて『ある存在』だけを封じることが出来たのである。
　それは事実であり、北驪自身も手助けをした記憶がある。
　だが、その質問に対する野島の反応は、『驚き』を示していた。
「それはあなたの意見？」
　突然の質問に、北條は困惑する。
「え？　何？
　『世界の秩序』は、麒邏様が封印したっていうの？」
　ますます困惑する北條。
　確かに、そう言われれば、いささか不安が残る。
　椎名の表情が曇る。
　その横で北條は、完全に砂が落ちた砂時計を眺めていた。
　ティーポットから、澄んだ黄色みかがったオレンジ色の紅茶が、カップに注がれる。
「キーマンにしてみました。公爵様、お好きでしょ？」
「ありがとう存じます」
　微かに微笑する椎名。
「キーマンって？」
「紅茶の種類のようなものです。
　種類とはいっても、主にその産地で区分されるのです。
　キーマンとは、中国の安徽省で生産される茶葉ですよ」
　椎名の説明を聞きながら野島は、独特の香りに興味深そうである。
「これもコンサーバトリー・ラッセル？」
「もちろん。我が社で販売している紅茶ですよ」
「我が社って、あなた、ラッセル紅茶の人なの？」
「会長をしています。あくまでも名誉職ですが」
「ふうん……」
　鴻坂や靜羅とは異なる反応に、椎名は内心、安堵した。
　会長職自身は、誰に知られても構わないというものではない。
　それを明示した上での彼女の無関心さは、椎名の緊張をほぐす結果となった。
　そんな椎名の動向をよそに、野島は、紅茶を口に含んだ。
「あら、おいしい……」
「紅茶をおいしく煎れるには、『ゴールデンルール』というものがあるんですよ。
　ティーポット等の質やお水の種類はもちろん、湯温や蒸らし時間に気を付ければいいんです。
　慣れれば簡単ですよ」
「ふうん……。
　それは今度にでも聞くとして、北驪にさっきの質問に答えて貰いましょうか？」
　キーマンの香りを堪能していた彼は、途端に現実に戻されたことに、内心腹を立てていた。
「答えるも何も、事実は事実だ」
「ふうん」
　再び、紅茶を口にする野島。
　椎名は椎名で、ティーソーサーを片手に、キーマンの魅力を堪能していた。
「じゃあ、そういうことにしといてあげましょう。
　それにしても……麒邏神は、何を悩んでいたのかしらね？」
「悩んでいた？」
「でなきゃ、その封印が中途半端で、不完全のものではなかった筈よ。違う？」
「……」
「ま、それは、麒邏神にしか解らないことでしょうけど」
　ちらりと椎名を一瞥する野島。彼は相変わらず、無表情を装っている。
　それを答えとした北條は、彼の意志に反することと解っていながら、言葉を発した。
「封印が中途半端で、不完全なものだったという根拠は？」
　クッキーを再びつまんだ野島は、それを口に含んだ。
　彼女の血色の良い唇に、それは入っていった。
「さああ。私達にはそう思えただけ。
　尤も、彼としては、手を抜いたのかも知れないけれども。
　相手は、精神に巣くうガン細胞みたいなやつだから、この位で十分だろうとか」
「そのようなことは……」
「……ねえ。公爵は乗り気じゃないみたいだから、この話はやめた方がいいわよ。北驪」
　北條には、そうはみえなかった。
　多分、キーマンを味わっている彼を見て、野篁はそう思ったのだろうと解釈した。
「……解った。話を変えよう。
　前にも聞いたが、何を企んでいる？
　お前は、兼ねてからの要望通り、靜羅嬢や藤妃家の人間を主とするのが妥当だろう？」
「してるわよ。一応」
「じゃあ何故、我々の前をちょろちょろする？」
「別に、あなた達を監視している訳じゃないわよ」
「監視に近い状態じゃないか」
　北條は、以前、椎名が口にした言葉を代弁してみた。
　対する野島は、再びクッキーをつまみながら。
「違う違う。
　私が監視しているのは、黒井透と浦和鮎美。それから、荒井とかいう偽霊能力者よ」
「偽霊能力者？」
　その表現に、椎名と北條が顔を上げる。
「あら？　気がついていないなんて心外ね。
　彼には、霊能力なんてないわ。
　ないといっても、人並み程度の能力しかないっていう意味だけど」
「それをいえば、黒井透とかいう人物も怪しいでしょう」
　怪訝な表情をした椎名に、北條が答える。
「先日、彼が入院している病院へ足を運んでみました。
　別に本人に会った訳ではなく、病室の扉越しに様子を見てきました。
　今の彼からは、霊能力者と称するだけの心霊能力は感じられない。
　昔はどうだったか解りませんが……靜羅嬢も多くを語りませんから……」
「同感。本当の霊能力者とは思えないのよねー。
　私も行ってはみたけど、それらしい気配が何も感じられない。
　むしろ、浦和鮎美や荒井和重の方に何かある、とみた方がいいかも」
「……」
「それについて、公爵の意見はどうなの？」
　ティーソーサーをテーブルに戻した椎名は、クッキーをつまんだ。
「一度だけ、浦和鮎美嬢とは会ったことがあります。
　会話も、二言、三言程度には交わしました。
　その時には、靜羅嬢への怨念が感じられました」
「それで？」
　珍しく公爵が話している。
　それに感心しながら、野島は先を急いだ。
「彼女が神郷学園へ編入する前の話ですが、住吉学園で藤妃遼・靜羅兄妹を狙ったと思われるテロがあったようです。
　不幸にも巻き添えを食った生徒が黒井透氏で、彼は今も尚、植物状態が続いているそうなのです」
　それを聞いていた北條が、続きを引き継いだ。
「それは、警察当局からマスコミに報道されたコメントですね。
　当時の藤妃財閥は、『テロには屈しない』と、強い姿勢を見せていました。
　実行犯については、死亡したらしいと言っていましたが……」
「何故、浦和鮎美の交際相手の黒井透だけが、巻き添えを食らったのか。
　事実はどうあれ、関与していた可能性が高いという訳ね」
　２年前というと、彼女自身は存在していない。
　その時代に記憶を有しているのは、野島清香という中学生であって、僧伽・野篁自身のそれではない。
　そのことを、彼らは野島の相づちで再認識した。
「でも、実行犯がその場にいたかどうかなんて、事実かどうか。
　それだけの爆発で、無事でいられた藤妃兄妹も……不思議といえば不思議よね」
「その一件は、直接、藤妃氏に掛け合った方が良くないかな？」
「無理ですね。藤妃遼氏が口を開くとは思えない」
「そうとは限らないかも、と言いたいところだけど、あの藤宮じゃあねえ……」
「……否定出来なくはない」
「確かに……」
　野島、椎名、北條。３人の意見が、珍しく一致した瞬間。
「……」
「……」
「……」
　辺りに流れる、奇妙な沈黙。
　飾り棚にあるアンティークの時計が、その時を告げる迄それは続いた。
　ポーン……ポーン……。
　時計は６時を告げていた。
　それを確認するかのように、野島が口を開いた。
「……ね、ごはんは？」
「は？」
「今日こそ、ごちそうして貰うわよ！」
「何！」
「だって、始めっから言ってるわよ。夕食をいただくからねーって」
　記憶を辿る。
　確かに、そんなことを言われたような……。
「あれは冗談じゃなかったのか……」
　期待はずれに、さすがの北條もげんなりとしてしまった。
「……仕方ありませんね。
　公爵様」
「何？」
　恨めしそうな面持ちを見て取った椎名は、責任転嫁を仕掛けられるかと、身構えてみる。
「シーフードドリアとサラダとスープ……で、いいですか？」
「それとねー、私の追加で野菜コロッケとね、ペペロンチーノとスープもあればいいな」
「えっ？」
「あと、デザートは……暖かなプディングね。超特大でよろしく！」
「……」
　硬直している椎名と、呆れ返っている北條。
　その二人を直視しながら。
「何？　私はお客様だから、手伝わないわよ。
　その間、私が公爵の相手をしててもいい？」
「……彼に聞け」
「僕は別に構わないけど」
　そうはいっても、彼自身は、明らかに困惑している。
　無理もない。このようなタイプの異性は初めてなのだからして。
「決まりね。
　それじゃあ、調理頑張ってね。
　一流シェフの北條靖幸さん！」
「くれぐれも、公爵様にそそうのないように。
　絶対だからな」
　念を押して、隣室へ向かう北條に対して、野島は余裕ありげに。
「解った解った。早く食べさせてね～」 
　彼女一人のために、余計な副菜を作らなければならないとは。
　言い知れない憤りを感じながら、北條は台所に立った。
　
　辺りにいい香りが漂ってくる。
「本当に作ってくれているみたいね。感心感心」
「……」
「何？」
「いえ。本当に親しそうだな……と」
「妬いてるの？」
「いいえ。別に……」
　沈黙。
「本当に無口よね。あなたって……」
「そうですか？」
「うん。本当のこと、何一つ喋ろうとしないもの。
　北驪とは、どういうきっかけで知り合ったの？」
　クッキーをつまむ野島。
「きっかけ……たまたま僕が、発作を起こした時に通りかかって……」
「意図的だったんでしょ。北驪のことだから」
「……多分……」
　苦笑する椎名。彼女の洞察力は侮れないものがある、と思ったのもつかの間。
「彼って、解りやすい性格しているものねえ……。
　ドラマティックなシチュエーション、昔から得意中の得意だったから」
「はあ……」
　やはり、彼女との意思の疎通は難しい。
「私のこと、信用してもしなくてもいいけど、これだけは言わせてくれるかしら。
　私の考えは変わらないわよ。麒邏神のこと、諦めてはいないから」
「えっ？」
「ライバルは多ければ多い程燃えるタイプなの。私……」
　身を乗り出して迄主張する野島。椎名は、その真意を測りかねていた。
「ライバルというのは？」
　紅茶を口に含んだ野島は、さも当然そうに言葉を述べた。
「決まっているじゃない。私は麒邏神のことを、尊敬以上の気持ちで見つめていたの。
　その気持ちは、靜霞媛様には負けていないと思う」
「……それが、僕に何か関係があるのですか？」
「大ありなの。
　橘宮は、麒邏神に近しい存在でもあったの。それだけでも十分じゃなくて？」
「……」
「公爵様。食事の支度が出来ましたよ」
　薄いガラス扉の向こうから、北條の優しい声が響いてくる。
「食事みたいね。行きましょ」
「……」
　渋々席を立つ。
「希望通り総て作った。これを食べたら、早く自分の部屋に戻るんだな」
　テーブルに所狭しと並べられた夕食は、暖かそうな湯気を立てていた。
「うんうん。あなた達の邪魔をするつもりはないから。
　いっただきまーす！」
　ほくほくとした笑顔を見せながら、野島はシーフードドリアをつつき始めた。
「いただきます」
　椎名も、北條に対して告げる。
「いただきます」
　北條も、彼に従う。
「意外！　おいしーじゃない！
　これならいつでもお嫁に行けるわねー」
「何を言っているんだ？　私は男だ」
「解ってるって！　日本語の通じない男ね」
　野島は、ドリアをつついていたスプーンをフォークに持ち替えた。
　北條と椎名の眼前で、彼女は恐ろしい程の食い意地を、存分に発揮し始めた。
「……すごいね。北條さん……」
「育ち盛りなんでしょう。
　太っても我々のせいではありませんからね、何も心配しなくていいですよ」
　食の細い椎名には、彼女の旺盛な食欲が羨ましくも思えていた。
　彼女の、麒邏神を好きだという気持ちは、事実なのだろうか。
　そして、靜羅嬢に対しては、どう思っているのだろうか。
　以前、北條さんは、靜羅嬢と付き合えばいいと言っていたが、それは……橘宮としての義務なのだろうか。
　人を好きになる、という感情は、一体どのようなことをいうのだろう。
「……二人に聞きたいことがあるのだけど、いいですか？」
　温野菜のサラダに手を伸ばした野島とスープを掬っていた北條は、椎名の問いかけに同時に顔を上げた。
「人を好きになるという感情がどのようなものか、教えてほしいと思って……」
　目を丸くする野島。
　一方の北條は、そっと双眸を伏せる。
　少し前の話が端を発していると解釈した野島は、得意げに持論をまくし立て始めた。
「人を好きになる感情のメカニズムは、私にだって解らないわ。
　友達とか家族に抱くそれとは異なる愛情を、異性に抱くことが恋なんじゃないの？」
「……」
「その人のことを思うと、切なくなるとか、会わないと何かしら不安だとか。
　知らず知らずの間に相手のことを見つめているとか、自覚症状なんていくらでもあるわよ。
　それは個人によって異なるものだから、どこまでが恋で、どこまでが友情かなんてことは、当の本人にしか解らないんじゃないの？　ね、北驪？」
「……ああ」
「恋のことならば、私よりも彼の方が詳しいわよ。
　だってねー。この容姿ですもの。
　顔と身体とテクだけはいいから、寂しい女なんて、いくらでも集まってくるわよ」
「……」
「あ、ごめーん。恋のことには、この人疎いかも知れない。
　だって、火遊びの方が好きですものね。一夜限りの夜のお相手、には最適な人材だから」
「……口が過ぎるぞ。野篁」
「あら、事実でしょ？　やあねえ、私だけに喋らせて。
　恋愛遍歴だけで小説何冊書ける？　一生食べていけるわよね」
「……」
　呆れてものが言えない北條に、椎名は漠然とした不安を感じ始めていた。
「あの、僕はただ……」
「いいんですよ。公爵様。
　靜羅嬢のことでしょう？　別に、恋愛対象として見られないのであれば、無理強いしませんから」
「ごめん。
　少し違うのだけど……」
　口に含んだスープは、いつもより塩辛いように思えた。
　自身の心に気まずいものがあるから、ということに、椎名自身も気がついていた。
「……僕のような人間にも、何か残すことは出来るのだろうか。
　自身に関わってきた人達の中に、何かそう……形には残せない、かけがえのないものを残せるかもしれないと」
「……総ては、あなたの気持ち次第です。公爵様」
「たまにはいいこと言うのね、北驪も。
　でも、人を好きになるって、そんなに簡単なことじゃないわ。
　いいこと？　公爵。義務感で靜羅嬢と付き合おうっていうのならば、私が許さないからね。
　義務感とか寂しさを紛らわせるための火遊びなんて、始めから終わりが見えてるんだから」
　野島は、ぱくぱくと口に食物を運びながらも、きちんと話題に入ってくる。
「人を好きになるという心理は、とても自然なものですよ。
　いつも間にか、そんな気持ちになっているものです。相手のことを良く知りたいとか、傍にいたいとか……色々とね」
「ふうん……」
　ドリアを口に運びながら、椎名は二人の意見を噛み締めていた。
　野島のことも、そう悪い人ではないみたいだ、と解り始めた。
　北條についても、始めの内は半信半疑で頑なに接していたけど、仕事を通じて彼の良さも解ってきた。
　信頼関係の延長線上にあるものが、そのような愛情ならば、家族愛や友情はそれに該当するのだろうか。
　恋愛感情だけが、今の自身の中では欠落しているような気がする。
　家族に対する愛情。友人に対する感謝の気持ちや信頼関係。音楽や仕事に対する熱意……。
　それ以外の存在に、何らかの愛情は抱いたことがないような気がする。
　この間、靜羅嬢と話していた時に感じた……安心感。久しく忘れていた、安らぎという感覚。
　彼女の言葉に耳を傾けていたあの時、生きていることに対して漠然と、だが確かに、感謝の念を抱いた。
　自身を肯定してくれる人は沢山いる。
　自身は、ここにいてもいいと認めてくれる人がいる。
　必要としていると、言葉や態度で示してくれる人は沢山いる。
　けれども、心のどこかで渇きを感じていた。安らかな心地よさを求めていた。
　……今、思い出すと、涙が出そうだ。
　彼女の言葉の一つ一つが、心の傷口を癒していくのが解るから。
　この心を……魂を癒してくれた女性。
　彼女の洞察力は、決して自身を傷つけるものではなかった。むしろ、自身の真実の姿を肯定させるきっかけとなった。逃げてはいけないのだと、自らの宿命から。
　……改めて、この心に誓おう。
　決して、真実を見いだす迄、死にはしないと。
　靜霞媛様の怒りを買ってもいい。僕にも、僕なりの真実がある筈だ。
　それを、今一度、探さなければ。
「……北條さん、野島さん。
　僕は、又一つ、大切なことに気がついた」
「大切なことって？」
「ここにいる理由は、使命感だけじゃない。
　真実を、僕なりの真実を見つけ出すことなんだと」
　その眼差しに込められた意志の強さに、野島は目を見開いた。
　内心、麒邏神に似ているのは、その容姿だけではないのね、と呟く。
　そして、この瞳に北驪は魅せられたのかも知れない、とも。
「……まあ、頑張りなさい。
　だって、生きていられる間に麒邏神を見つけて……、交渉しなければならないのでしょう？
　あなたの人生を」
　そう告げた野島は、そっと右手を差し出した。
　彼女が自ら率先して握手を求めるのは、相手に気を許した証拠である。
「ありがとう存じます」
　その意味を解釈した椎名も、その手を握り返す。
「私達がサポートしますから」
　北條は、椎名がまた一つ、生き甲斐を見つけたらしいことを素直に喜んだ。
　その手を離した椎名は、改めて北條の方へ向き直る。
「うん。もうしばらく迷惑をかけるけど、よろしくお願いします」
「……」
　北條の、満面の笑み。
　野島の微笑。
　椎名のはにかみ笑い。
　その時初めて、３人は、心から、その再出発を祝福する気持ちになった。
　時間は、テーブルの上の砂時計に凝縮されているかのように、その時ばかりは、彼らの傍で静かに流れていた。
　つかの間の幸せだったとしても、今はその幸せを享受していたいと、椎名は思った。
　それは、北條も同じだった。
　野島は麒邏神に似た青年の意志の強さと、それとは裏腹な脆さにかつての主を想起していた。
　そして、改めて思った。
　北條が、自身に彼を会わせたくなかった本当の理由は、自身が考えているものより、もっと重い意味を持っているのだろう……と。
　部屋の外ではいつの間にか、雪がちらつき始めていた。
　
　
　
　　　　　第13章　　存在の証
　
　
　11月24日。
　神郷学園大学推薦入試、当日。
　その日は一日中、どんよりとした曇行きだった。
　生徒の半数以上が、大学の方で小論文と面接試験を受けることになっている。
　それでも、学校に残っている生徒がいないわけではない。
　就職を希望している者、あるいは他校への入試を控えている者達である。
　クラスの半数以上が公休を取っていても、彼らは登校しなければならない。
　だが、学校側にしてみれば、それだけの人数が不在では授業を進めることは出来ない。
　そのため、自習にする教師もいれば、それぞれの生徒の進路相談の時間を作る、教育熱心な担任教師もいたりした。
　そんな時間を過ごして、ようやく６時限目がやってきた椎名のクラスは、その時間は自習となった。
　椎名自身、進学は勿論、就職する必要もない。
　そのため、自習時間をそう過ごして来たように、経営学に関する洋書を読んでいた。
　２年前、ラッセル紅茶の会長にふさわしいだけの、知識や教養を獲得する必要に迫られた。
　それは何も、自身の名声のためではなく、会社のために、である。
　叔父のラッセル伯爵に相談した所、会長職就任にあたって高い学歴等は必要としないと断言。それよりも、経営学のエキスパートによる英才教育が大事だと言われた。
　更に伯爵は、自身の秘書一人と、子供につけていた経営学の家庭教師を日本に派遣。
　対する椎名は、１年という条件付きで経営学の基礎を学ぶことを決めた。
　その気になれば、大学も行くことも出来た。
　だが、副業をしていくにあたって、大学のカリキュラムに束縛されるのは余り好ましくない。
　加えて、自身の寿命の限界も知っていたこともあって、敢えて受験しなかったのである。
　それでも、実際の経営状況についての最新知識は、伯爵からの通常報告や書籍等に依存している。
　その洋書も、経営学に関する最新情報を満載した本である。
　矢萩や友人達の殆どは、神郷学園に隣接されている大学の方に行っている。
　偶然にも先日手に入ったその本を読みながら、藤妃財閥という大企業を経営する遼の才腕を間近で見てみたいものだと考えていた。
「お、矢萩。帰ってきたのか？」
　クラスメイトの声で現実に引き戻された椎名は、片手を挙げて得意げに笑う彼の姿を見た。
「どうだったんだよ？」
「大丈夫だと思う。全然緊張しなかったしな」
　彼の後から、数人のクラスメイトが教室に帰って来た。
「お前ら、帰っても良かったんじゃないのか？」
　生徒の誰かが問いかける。
「部活があるからなー」
　矢萩の回答。
　確かに、教室に入ってきた面々は、いずれも吹奏楽部員である。
「椎名、何？　洋書読んでんの？」
　ひょいっ、と顔を覗かせた矢萩。
「うん。
　……靜羅ちゃん達が戻ってきたか、解る？」
　何故だか、声を潜める。
「ああ。部活があるからな、帰っては来ているだろうさ」
「……」
「何？」
「いや。別に」
　今日はレッスン日ではないのだが、部活動に顔を出すか否か悩んでいた。
　でも、後輩達の面倒を見に行けばいいか、と思い直した。
「ま、彼女だったら来るだろうよ。
　櫻は限りなく怪しいけど」
「……そうだね」
　真顔で答える椎名。
「そうだよな。櫻は巧いけど練習嫌いだからなあ……」
　どうやら矢萩は、その同意は鴻坂についてのことと認識したらしい。
「それでも、何か張り合いがあったから、今まで頑張ってきたんじゃないのかな」
「そうかあー？」
「でも、いいね。そういう……パートナーに巡り会うことが出来て」
「んー？　椎名も彼女が欲しくなったのかなあ？」
　半ば冗談っぽく、問いかける矢萩。
「彼女、というよりも、パートナー……みたいな感じがいい」
「……」
「最近、ずっと考えていたんだ。
　矢萩や櫻ちゃんのような、そういう恋愛の形が羨ましいなと……。
　お互いを理解し合える関係、みたいな関係を」
「うん」
「今までの僕は、悲観的になり過ぎていたんだと思うんだ。
　期限付きの寿命に、甘えていたんじゃないかって。
　それでも僕自身は精一杯生きていたくて、一生懸命頑張ってきた筈なんだ」
「うんうん」
「少し前に、ちょっと精神的に不安定な状態になって、相談に乗って貰ったことがあってね。
　その時の彼女の話が、とても心にしみたんだ。
　その時からかも知れないし、それ以前からかも知れない。
　いつの頃からか解らないのだけど、彼女を大切に想っている自分に気が付いたんだ」
「ほほう……。椎名、それが恋ってえ奴だよ」
　くすりと笑う矢萩。それは決して、嘲笑ではない。
「靜羅ちゃんに惚れたな。椎名」
「……」
「俺の場合は、あいつの……そうだな、意外と古風なところに惹かれたのかも知れないな。
　あいつ、ああ見えても日本舞踊とかお花とか茶道とか、色々と習い事をしてるんだと。
　それで培った『内面の綺麗さ』に参っちゃったのかなあ……ってな」
　矢萩は、照れくさそうに頭を掻いた。
「やっぱり、これはそうなのかなあ……」
「そうだよ」
「でも、まだそんな……」
「何を言うか！　女なんて、早い者勝ちだぞ！
　靜羅ちゃんの方も脈有りって感じだけど、万が一玉砕したら、骨くらいはちゃーんと拾ってやるから」
「縁起でもないこと言うなよ……。
　……なんか、どきどきしてきた」
「お、大丈夫か？」
　その言葉に、真顔で心配する矢萩。
「うん……。
　そうだ。部活、少し遅れるかも知れないけど、一応顔を出すから」
「ああ。解った」
　矢萩の快い承諾に、椎名は小さく頷いた。
　
　その日も、靜羅と鴻坂と堤は、矢萩を迎えに来た。
「あれ？　櫻、帰ってきていたのか？」
「何それ。どういう意味？」
「いやー、てっきり家に直行したものだと……」
「あらー、失礼ねー」
　その拗ねた眼差しに、矢萩は慌ててフォローに回った。
「正確なところ、私が引き留めたのだけどね」
「……」
　その一言に、矢萩と椎名は、互いに納得したような表情を見せた。
「あ、ひどーい！　信用してないのね！
　私だってソロあるんだもん！　一応練習しておかないと、不安なんだもんっ！」
「そうだな。お前は巧いけど、練習嫌いだものな」
「あら、笙君に会いたかったから、帰ってきたのよ」
　カアア……。
　矢萩は、露骨な迄に頬を紅潮させる。
「……ところで、今日は雅君は部活には来るの？」
「うん。後輩達の出来も見たいし……」
　その言葉に、靜羅は安堵した。
「あの、少し時間貰えるかな？」
「え？」
「君に、話したいことがあるんだ。
　堤さん。彼女を借りるよ。遅くなったら、僕の責任だから」
「解った。先生には用事があって遅れる、とでも言っておいてやるよ」
「あの……」
　堤が遠慮深げに声をかける。
　SPとしての彼女は、靜羅から離れてはならないのである。
「堤さん、ごめんね。今回は遠慮して貰えるかな。
　危険な場所には行かない。万が一何かあっても、僕が彼女を護るから」
「でも……。
　解りました。けれども、半径10メートル以内で御願いします。
　それが、私が靜羅様を御護りできる限度ですから」
「解った。それじゃ……ちょっと来て……」
　靜羅を連れて、椎名はその場から姿を消した。
　
　二人は間もなく、堤が指定した範囲ぎりぎりと思われる所までやって来た。
　約束通り、椎名はそこで立ち止まった。
「この辺りでいいかな……」
　周囲を見回す。廊下の突き当たりに、人影はない。
「あの、話って……」
　困惑そうな面持ちをする靜羅。
　改めて正面へ向き直った椎名は、靜羅の澄んだ瞳をじっと見据えた。
「……藤薫寺に行った時、君が告白してくれた時、とても嬉しかったんだ……。
　その時、副業のことや心臓のことがあったから、素っ気ない返事をしてしまって悪かったと思っている。
　その後、僕の中で、君の存在が大きくなっていることに気がついたんだ」
「……」
「それでも、僕にとって、まだこの感情はよく解らないものだ。
　こんな中途半端な気持ちでは、却って迷惑なのかも知れないけれども、それでも良ければ、お付き合いしていただけたら……と思います……」
「……！」
　靜羅は思わず、言葉を失った。
「突然でごめん。
　君のことを色々知っていく内に、僕は、今迄前向きではなかったことに気がついたんだ。
　この間の電話の時に、今迄感じたことのない感情を知った。
　知っての通り、僕の寿命は限られている。君の傍に長くいることは出来ないだろう。
　それでも良かったら、の話になるのだけど」
「あの……突然のことで、何て言ったらいいのか……」
　靜羅はそっと俯きながら、言葉を選び始めた。
「当時は、心臓に病を抱えていることを知らなかったけど、知ってからもあなたへの気持ちは変わっていないわ。
　あなたの痛みや苦しみを癒すことは出来ないけれども、……あなたがそう望むのであれば、……御願いします」
　靜羅にとって、震える指先を隠すことが精一杯だった。
　そんな彼女の様子を見て、椎名は小さく頷いた。
「特殊神霊調査官としての任務を忘れた訳じゃないけど、それとこれとは別問題だから」
「うん。解ってる」
　時計を一瞥する椎名。
　間もなく、部活開始時間である。
「……それじゃ、部室へ行こうか」
「うん」
「……」
「どうしたの？」
　そっと靜羅を制止した椎名は、不審な黒い影に問いかける。
「矢萩……何してんだよ」
　見るとそこには、さりげなくも当然のように、後ろ向きで佇んでいた矢萩の姿があった。
「えっ？　あ、そのー、本日はお日柄も良く……」
「曇ってる」
「やべっ！　者ども、撤収だ！」
「こら待てっ！」
　すぐにも追いついた椎名は、そこに鴻坂と堤の姿を認めた。
「……あちゃあ。だからやめときなさいって言ったのに」
「嘘だ！　お前が行け行けって、あおったくせに！」
「えー？　そんなこと言ったっけー、堤さん」
「いいえー。矢萩君が勝手に……」
　どちらが正しいことを述べているのか、二人には既に解っていた。
「櫻。そんなことばっかりしてると、矢萩君に逃げられちゃうわよ」
「大丈夫。彼、私に心底惚れてるんだから」
「本当ですか？　矢萩君」
「……あーっ！　早く行かないと、みんなして遅刻だぞ！」
　慌てて先を急ぎ始めた矢萩。
「待って！　笙君！」
　その腕をがっしりと掴んだ鴻坂は、振り返った彼に一言。
「結果は？」
「……お前の勝ち」
「やったねー！　フルーツプリン！」
「嬉しいですわ。私には、ザッハ・トルテをお願いしますわ」
「……お、お前達、賭けていたのか？」
　ことのいきさつを把握した椎名は、それでも怒ることはしなかった。
「……僕にはクッキーの詰め合わせ。彼女にも、何か見繕って貰おうか」
「椎名のオニ！　アクマ！」
「はいはい。解った解った」
　慌てて部室である音楽室へ向かう一同。
　その光景を静観していた女子生徒の姿が、そこにはあった。
「……公爵もなかなかやるじゃない。
　さて……この展開、あの北驪が知ったら、どうなるのかしら？」
　人影がなかったのは、紛れもない事実である。
　だが、彼女の気配を察知出来ない程、一同はその結果を心待ちにしていたのだろう。
　椎名でさえも、気配を隠した野島の存在を察知出来ない程、その能力が衰えていたのである。
　そのこともふまえて、野島は、彼の動向を監視していたのである。
　野島は、早速にも携帯電話を手に取った。
「……」
　だが、それを鞄にしまった。
「あの公爵のことだから、律儀に彼に話すに違いないわね。やめとこっと」
　そう呟いた野島は、そこから足早に立ち去った。
　彼女は常に、靜羅達とは別の目的で動いている。
　それだけは決して譲れない。
　何故ならば、靜霞媛からの勅命の一つを果たさなければならないためである。
　
　部活動中も、サックスパートは和やかな雰囲気に包まれていた。
　いつものように、椎名と靜羅は、とてもリラックスした雰囲気で練習に取り組んでいた。
　後輩達の瞳にも、微笑ましいものとして認識されていた。
「うん。やれば出来るじゃないか」
　椎名は、とても優しい眼差しで、靜羅のソロに合格点を出した。
「ありがとう。雅君のおかげです」
「でも、これで満足しちゃだめだよ。
　本番でも、この水準は守らないと。
　今日は、このソロが出来たというスタート地点に過ぎないのだから」
「はい。解ってます」
「それじゃ、僕はアンサンブル組の練習を見てくるから、しばらく個人練習していて」
「ええ」
　楽器を置いて、椎名は一旦その場を離れた。
　それから、アンサンブルに参加するメンバーを集めた彼は、進行具合をチェックした。
「そう……いい感じだね。
　えーと、ソプラノはもう少し音を豊かに……そう、そんな感じ」
　演奏曲を３度程演奏させた彼は、個人の注意点を述べた後に、再び靜羅の所へ戻った。
「相変わらず、指導者としての才腕をふるっているわね」
「音大出じゃないけど、それに見合うだけの実力はつけているつもりだから」
「そのことなんだけど……」
　声を潜める。
「ラッセル紅茶の会長ともなると、それなりの勉強をしておいた方が良かったんじゃあ……」
「それは大丈夫だよ。
　叔父の秘書や家庭教師から経営学の基礎は学んだし、最新情報はなるべく取り入れるようにしているから……」
「何か……遼とは大違いね。
　近江という……優秀な秘書がいるからか、真面目にしないのよ。
　本人は勘で仕事をするタイプだし、わりと安穏としているものだから、周りが大変なのよ。
　全く、あなたを見習って貰いたいものだわ」
　楽器を持ち直した靜羅は、再び練習を始めた。
　それを横で見つめながら、椎名は時折、彼女の演奏に対してアドバイスを出したり、復習をさせた。
「そうだわ。今日は合奏はないみたいだから、パート奏をしたらどうかしら」
　靜羅の提案に、一同は快く了解した。
「それじゃ、僕が指揮者代わりになるよ」
「そうね、５時位まで個人練習をして、それからチューニングをして……」
「解りました！」
　崎山の元気な了解に、靜羅も小さく微笑んだ。
「そういえば、アンサンブル組が急に上達したような気がするのだけど、気のせいかしら？」
「ああ、僕が面倒見ているからね」
「いつ？」
「部活が終わってから、２時間くらい」
「え？　遅くなるでしょう？
　帰り、どうしているの？」
「自転車の子は仕方ないけど、電車とか近距離の子達は、駅や自宅迄北條さんに送って貰っている」
「……用意周到なことで」
「それより、靜羅ちゃん。苦手な曲のレッスンをしましょうか？」
「……はあ～い」
　靜羅の話題を察した椎名の、ちょっぴり辛いコメントであった。
　
　部活動終了後。
　崎山に居残り練習時の諸注意を出した椎名は、靜羅を連れ立って矢萩達の所へ行った。
「笙君、行こうよう！」
「あ、ああ。
　靜羅ちゃんの方は大丈夫？　お迎え来ているんじゃないの？」
「少し待って貰うわ」
「……えーと、今日の所持金は……」
　財布の中身を確認する。
　一人あたり、最低300円と計算して、1500円位だろうか。
「どうにかなるかなあ……」
「それじゃあ、行きましょ！」
　鴻坂はともかく、堤の嬉々とした姿に靜羅は目を丸くした。
「堤。何だか今日は、珍しく陽気ね」
「そうですか？
　今日は、靜羅様と椎名様の交際記念日ですから、自身のことのように嬉しいのです」
「あなたが私達のことを認めるなんて、何だか不思議な気持ちだわ」
「さようですか？
　椎名様は、本気で靜羅様のことをお好きでいらっしゃるようですから、私どもにはそれ以上申し上げられることはありませんわ」
　実を言うと、堤も始めの内は難色を示していた。
　だが、彼と接している内に、自身が思っていた程、危険な人ではないと思い始めていた。
　その上、橘宮だと判明した以上、特に反対する理由もなくなったのである。
　だが、正直なところ、彼女にも好きな人がいない訳ではない。
　自身には告白する勇気はないが、好きな相手から告白されたならば、どれだけ嬉しいだろうと考えるようになったのである。
　だからこそ、靜羅の喜びが理解できるようになったのかも知れない。
「それでね、笙君」
　矢萩の横で、楽しそうに話をする鴻坂。
　とりとめのないことを話しているようだが、二人は楽しそうに笑い合っていた。
　その後ろを、照れくさそうに並んで歩く彼らを見た鴻坂は、振り向きざまに言葉をかけた。
「何堅くなっているの？
　椎名君も靜羅も」
「えっ？　そうかなあ」
　だが確かに、椎名も靜羅も、互いを意識していた。
「別に、付き合うって深く考えない方がいいわよ。靜羅も椎名君も。
　普通におしゃべりしたり、どこかにごはん食べに行ったり、遊びに行ったりね。
　靜羅は立場上難しいだろうから、椎名君がその分寂しいかも知れないけど、私達は応援しているから」
　駐車場を歩きながら、鴻坂と矢萩は再び話し始めた。
「学校近くのお店に行こうか。それだったら、靜羅ちゃん達もすぐに戻ってこられるし」
「ありがとう。気を使って貰っちゃって」
「いや。別にいいよ」
「それでは、私は運転手に伝えて参りますわ」
「お願いね、堤」
　そう告げた堤は、迎えの車の傍に駆け寄る。
　そこには、いつものように運転手が佇んでいた。
「近くのお菓子屋さんに寄ってきます。
　それ時間はかからないから、車内にて待機していて下さい」
「かしこまりました」
　一礼をした運転手は、靜羅達に向かって、「どうぞ、ごゆっくりお買い物を」と告げた。
「ありがとう。車内で待っていて下さい。風邪を引くと悪いから」
「かしこまりました。お気をつけて」
「それでは、行きましょうか」
　その様子を見ていた椎名は、靜羅のお嬢様ぶりに感銘を受けた。
「何だか、お嬢様らしさが板についてるね」
「そう？　過ごしてきた環境だと思うけど」
　その時、正門から１台のセルシオが、滑らかなカーブを描いて入ってきた。
「北條さんにも言っておかなければね」
　一同の姿を認めた北條が、その前に車を止める。
「今から近くのお菓子屋さんに行くけど、一緒に来る？」
　その言葉に北條は、途端に目を輝かせ始めた。
「う？　ええ！　是非！
　今、車を駐車場に入れて来ますから、少し待っていて下さい」
　そそくさと発進した彼は、藤妃財閥の送迎車と一つ間隔を置いて、セルシオを停めた。
「お待たせしました。早く行きましょう！」
　意気揚々と先を歩く北條の姿に、椎名以外の面々は目を丸くした。
「あの人、甘い洋菓子系大好物なんだ……」
　その一言に、一同は意外そうに彼の後ろ姿を眺めた。
　
　矢萩のおごりのケーキを、それぞれ別の袋に入れて貰った一同は、学校までの道のりを再び戻った。
　北條も、特に椎名が食べる訳でもないのに、チョコレート系ケーキを自腹で４つ程買い求め、嬉しそうに微笑んでいた。
　ことの詳細を知らない彼だが、これから訪問する椎名家でのデザートタイムを楽しみにしていた。
「あーあ、小遣いなくなっちゃったよ」
「バイトもできないしね、部活してると」
「俺の場合は、姉ちゃんや妹達がいる中での唯一の息子だからな～、その点は」
　その話を聞いていた靜羅は、北條さんに話題を振った。
「北條さんには、どなたか……ご兄弟はいらっしゃるのかしら？」
「私の所は、兄と弟です。
　長兄の奥方も獣医師免許を持っていますから、獣医師家族です」
「すごいですねー、頭いいんですねー。でも、顔も負けてはいませんよね」
　鴻坂の不可思議な言動には、ただただ北條も苦笑するしかない。
「堤さん所は？　余り聞いたことがないけど」
「姉が一人です。８歳程歳が離れています」
　姉の冴子は、藤妃財閥の嘱託医をしている。
「私の所は妹が一人。
　でも親は、二人とも嫁に出してもいいって思っているみたい」
「今はそう言っていても、10年も経つと解らないぞ」
「だからあの子が、両親の老後は見てくれるって言っているの。
　だから私は、心おきなく一人っ子の笙君のお嫁さんになれるわ」
「さあね。菫ちゃんも、高校に入って男でも出来たら変わるかも」
「でも、あの子はお父さんっ子だからね……」
「椎名のとこは、確か……」
「双子の姉が二人。
　末っ子だから、甘やかされて育てられたような気がするよ」
「あれ？　もう一人、あんな美人さんがいるのか。
　血筋って怖いな」
　そんなこんなと話している内に、一行は学校に到着。
　その内、靜羅と堤は送迎車に乗り込み、椎名は北條に連れられて帰路に着いた。
　
　セルシオの車内では、なんとも嬉しそうな北條の姿があった。
「今日のおやつはこれで決まりですね」
「そうだね……」
「ところで、矢萩さんが奢らされていたようでしたが、賭けでもしていたのですか？」
「ええ、まあ……」
　口を濁す椎名。
「あなたは勝ったのですか？」
「いや。知らず知らずの間に賭けの対象にされていたから、ちょっと……」
「ほう……。その辺りが公爵様らしいですね。
　ちゃっかりしているといいますか……」
　北條は、軽く声を立てて笑う。
　いつもと異なるテンションに、椎名は却って、その賭けの内容を言い出せないでいた。
　放っておけば、そのうち話題に上るだろう。
　そんな安易な気持ちで、椎名は北條の横顔を見つめた。
「それで、女性陣に軍配が上がった、ということなのですね？
　矢萩さんは、勘が鋭そうに見受けられましたが」
「賭けていたのは、おそらく櫻ちゃんとだと思うけど。
　そこに堤さんも加わったみたいで。僕が靜羅嬢に告白するのか否か、と……」
　その言葉を聞いて、北條の顔色が変わった。
「告白……というと？」
「……あなたならば、解るだろう？」
「ええ。でも、何で又急に……」
「そうかなあ。
　ただ、自分に正直に生きようと思っただけだよ」
　対する、北條の言葉はない。
「大切に思う、という気持ちが恋愛感情の一つならば、彼女を意識している自分のそれも……恋だと思って。
　告白したのは、何だか……彼女の中に、僕の存在していた時間、想い出が残せたらと思ったからかも知れない。
　それに、付き合うとはいっても、特別なことをするわけじゃないし。
　一応彼女には、特殊神霊調査官としての思惑はない、ということは話したから」
「そうですか……」
　自身が仕組んだことなのに、何故、今更胸が苦しいのだろう。
　確かに、自身はそれを望んでいた。
　将来的に彼らが結婚して、子を成すことが出来たならば、その存在の証を残すことが出来る。その子供が誰かと交際をして、結婚をして子を成せば……。
　これからの未来、その血筋が絶えない限り、彼が存在していた証は残すことが出来る。この現象界の中でも。
　自身には、人間との間に子を成すことは出来ない。
　存在するだけで、既にこの世界に歪みが生じている。
　それを是正する為に、神霊四天王神には、子を成すことが出来ない作用が働いている。
　神的存在である自身には、人としての歴史を、生きた証を残すことが出来ない。
　だからこそ、自身は多くの人と関わり合って、その記憶の中に証を残して……生きてきた。
　ただし、神世の頃の出来事については、藤源郷の奥深くに封印されている。
　その封印が解かれた瞬間、自身はこの現象界から姿を消さなければならない。
　そのことを恐れているのではない。
　否、そのことを恐れているのかも知れない。
　今現在、自身と関わり合っている人達の記憶に、何が起こるか解らない。
　それは、自身の保身の為に、そう思っているのかも知れない。
　……今はまだ、封印を解いてはいけない。
　この人の『歴史』を完結させてはいけない。
　だが、このままではいられない。
　それならば、後に残される者達へ、彼が残せる最高の想い出を……。
　微かに目を伏せる。
　ハンドルを握る手が、いつになく震えている。
「北條さん……具合、悪いのですか？」
「あ、いえ……」
　平静を装えば装う程に、靜羅への言いしれない感情が渦をなす。
　これは嫉妬なのか。あるいは、羨望なのか……。
　記憶を残すことの出来る者達への、想い出をつなぐことの出来る者達への……感情論なのか。
　そのいずれでもない、ということはあり得るのだろうか。
「これは提案なのですが、野島さんも呼びましょう！
　せっかくの記念日ですから、お祝いしましょう」
「……お祝いって、そんな大げさな……」
「あなたが嫌だというのであれば、無理強いはしませんが」
「うん……。何だか彼女は、怖い」
　その一言で、野島の招待は見送られた。
　
　コーポラスに帰ってきた二人は、野島の部屋を素通りしてみて、彼女の不在を確認した。
「早いとこ入って、鍵を閉めちゃいましょう！」
「そうですね」
　苦笑する北條。
　やはり、彼も同じことを考えているらしい。
　こっそりと鍵を開けて、玄関に入った二人はすぐさま鍵をかけた。
「あなたの好きなぶりの照り焼きと……五目豆とほうれん草の煮付けにしましょう」
「ごちそうだねえ、楽しみだな」
「任せて下さい！　とびっきりおいしいのを作ってあげますよ」
　うきうきとした素振りで、北條は、買い物袋から材料を取り出し始めた。
　一方、制服からハウスウェアに着替えた彼は、暖房を入れると部屋を暖め始めた。
　更に、室内に置いてある観葉植物に水を与える。
　一通り、植物の世話をしてから、産業・経済関係の記事が豊富な新聞を手に取った椎名は、それを読み始めた。
「紅茶、置いておきますね」
　帰宅後には、必ずといっていい程、紅茶の時間がある。
　３時のおやつのような感覚で楽しむ、ミッデイティーである。
　また、食後から就寝時までのくつろぎタイム、一般的にアフターディナーティーと呼ばれる時間帯に、軽くクッキーなどをつまむこともある。
　北條の煎れた紅茶を飲みながら、新聞を読む。
　一通りそれを見た彼は、次に郵便物のチェックをする。
　特にそれがない場合には、ノートパソコンを開いてメールチェックをしてみたりする。
　一通り終わって、ゆったりとした気持ちで音楽などを聴いていると。
「ごはん出来ましたよー」
　北條の呼び声が、曇りガラス越しに聞こえてくる。
「今行きます」
　その言葉に立ち上がった椎名は、隣室へ通じるガラス戸を開ける。
　ダイニングテーブルの上には、所狭しと言わんばかりに、おいしそうな夕食が湯気を立てて、椎名を待っていた。
「冷めない内にどうぞ」
　椅子に腰掛ける椎名を見つめながら、それを告げる。
「うん」
　笑顔で椅子に腰を下ろした椎名は、北條のエプロン姿に微笑み返す。
「では、いただきます！」
「いただきます」
　実を言うと、この時の椎名の笑顔が、北條にとっては何よりのご褒美なのである。
　おそらく、『彼』が一人暮らしをしていた頃には、誰かのために食事を作ることはもちろん、誰かをもてなすということは少なかったかも知れない。
　一人分の食事を、自身が食べられる程度の量で作って、それを食して……。
　味気ないものだったのに違いない。一人の食事は、結局は虚しいだけではないのか。
　寂しい一人暮らしの夕食がわびしいものであることは、『彼』の記憶の中にも鮮烈に残されていた。
　それを知っているために、なるべく意識して彼と一緒に食事を取るようにしている。
　聞く所によると、彼の実家では、家族で過ごす時間をとても大切にしていたらしい。
　そのような状態に、なるべく近づけてあげたい。
「おいしい」
　嬉しそうにぶりの照り焼きを口に運ぶ椎名を見つめながら、北條は、五目豆の小皿を手に取った。
「それで、靜羅嬢は何と？」
　その一言に、椎名の対応が一瞬遅れた。
「えっ？」
「靜羅嬢からの御返事はいただけましたか？」
　内心、穏やかではないことをひた隠しながら、北條はあくまでも明るく振る舞う。
「……ああ。いい返事は戴いたよ。
　でも、まだよく解らないんだ。彼女のこと、好きという感情とは違うような……」
　ほうれん草の煮付けを口に含む椎名。
　今日は珍しく、ペースが速い。
「では何故、告白を？」
　ごはんを口に含んだばかりの椎名は、次の言葉を発する迄に少々の時間が必要だった。
「……みんなの意見を聞いて、色々と考えて。
　僕にとって、彼女の存在感はどういったものなのか考えた結果が、彼女のために何が残せるだろうか、ということだったんだ……」
「……なるほど」
　その言葉で北條は、自身や野島に聞いてきた彼の心理を、漠然と理解した。
「今迄自身が忘れていたこと、生きる意欲や存在価値とか、そういうものも必要なんだって、理屈抜きで考えられたからかな」
「……」
　ぽつりぽつりと、とても遅いペースで食する北條。
「別に、北條さんに言われたからではなくて、僕自身が考えて出した結果なんだ。
　彼女にも、こういうことに関しては未熟者だということを説明して、ちゃんと了解も得た。
　出来ればの話、残りの人生を、みんなと一緒に楽しく過ごしたいな……」
　再び、椎名はほうれん草の煮付けを口に含んだ。
「……応援しますよ。
　私は、いつだって、あなたの味方ですから……」
　静かな口調で、北條は彼に告げた。
　だが、靜羅に対する、漠然とした感情との格闘に勝てる自信は、殆ど皆無だった。
　……解っている。
　彼は、ラッセル公爵……橘宮であって、麒邏神ではない。
　それなのに何故、彼が靜羅嬢と交際をすると聞いた時点で、心が乱れたのだろう。
　今でも、まだ落ち着いてはいない。
　否、ますます酷くなっている。
　何故彼は、私との交友関係の中で、生きる意欲や存在価値を見出すことが出来なかったのか。
　何故彼は、靜羅嬢を選んだのか。
　誰よりも身近にいて、誰よりもあなたのことを見つめていた、この私ではなく……。
「！」
　その時北條は、あることに気が付いた。
　そのことに気が付いた自身に対して、驚愕すると同時に、無意識的に嫌悪感を抱いていた。
　私は、……麒邏様のことを、大切に想っていたのではないのか？
　靜霞媛様に負けないくらい彼のことを尊び、敬愛していたのではないのか？
　何故だ？　何故、彼にこのような感情を感じるのだ？
　私が……麒邏神以外の存在を、あの御方以外の存在に、心を動かされている？
「ごちそうさま。おいしくいただきました。
　……どうかした？　北條さん。顔色が悪いよ」
　椎名の怪訝そうな問いかけに、北條は、慌てて平生を装った。
「あ、おそまつさまです」
　……彼の慧眼は、麒邏神に等しい力を有する。
　言葉でごまかせるとは思えないが、今、この感情を悟られたくはない。
「何かお箸が進んでいないけど、どこか具合でも悪い？」
「大丈夫ですよ。
　それで、靜羅嬢とのデートの日取りとか、決めたのですか？」
　別に邪魔をするつもりはない。
　ただ、彼の護衛も兼ねている以上、多少の探りが必要である。
「デート？　いつものようにレッスンしたり、話したりするだけで十分じゃないのかな」
「……そうですね。その方が、あなたらしくていい」
　その口調は、椎名の気に障ったらしい。
「何か、僕のこと、ばかにしていません？」
「いいえ。何だか新鮮でいいな……と。
　そういう恋愛の形もあるのですね。羨ましい限りです」
　羨ましい、という言葉の真意は、北條自身にしか理解されないものである。
　それを彼はどう解釈するのか……。それを聞きたいと思う反面、聞いてはいけないような。
　複雑な葛藤が、北條の心に生じ始めていた。
　トゥルルルル……。
　隣室からの、電話の呼び出し音である。
　それに気が付いた椎名は、隣の部屋へ行く。
　程なくして、北條の耳に受話器を上げた音と、微かな話し声とが聞こえてきた。
「はい……ああ、クリス？
　なに？」
　クリス、というと……。
「……うん。今日も来て貰っている。
　今、食事中で……え？　なにそれ」
　その会話に、北條は息を潜めて聞き入っている。
「うん。ごまかしておいて。
　うん、うん。必要となれば、靜羅嬢にでも頼んでみるよ。
　……それじゃ、また」
　カチャリ……。
　受話器を置く音。
　次に携帯電話を手に取った彼は、それを持ったまま、北條の所に戻ってきた。
「まいったなあ。
　僕と靜羅嬢のこと、一部マスコミに漏れたみたいだ」
「……といいますと？」
「待って……。
　椎名です。靜羅ちゃん？
　折り入ってお願いしたいことが……ああ、そう。そっちにも……」
　どうやら、彼と靜羅嬢の親密な関係がスクープとなって、一部マスコミに漏れたらしい。
「……うん、僕の実家の方にも行ったみたいだ。
　えっ？　……ああ、権力行使。さすがだね。遼君も」
　どうやら、遼の得意分野である権力行使によって、握り潰したらしい。
「でも、大丈夫かなあ……。
　あ、そ……そうなんだ。
　それじゃ、しばらくは迂闊に動けないね。
　解った。うん、うん。じゃあ、又明日……」
　電源を切った彼は、それ程変化の見られない北條の眼前の様相に、言葉をかけた。
「……本当に、どこか具合が悪いんじゃあ」
「いいえ。別に。
　何となく話は見えたので、食べさせていただきます」
　それでも、スローペースである。
「遼君が、その情報を抹消してくれた。
　……ありがたいね。そんなスポンサーがいるのは」
「スポンサー、ですか？」
「違うな。お友達って言った方がいいかな」
　くすくす、と笑う椎名。
「そうですね。
　でも、肝心要のことは、お忘れなきように……」
「解っているよ。
　でも、やっぱりあの二人、兄妹だね。考えていることが似ている」
「？」
　ぶりの照り焼きを食していた北條が、徐に顔を上げた。
「マスコミに僕の存在がばれそうになったら、彼女は彼女で、何らかの手を打つつもりだったらしい。
　たまたま遼君がいて、処理してくれたそうだけどね……」
「大変な人を好きになってしまいましたね……」
　あなたも、と言いかけて、慌てて口をつぐむ北條。
　だが、そのことに、彼は気が付いてはいない。
「……うん」
　その時、それまで闊達だった椎名の様相が、いつもの物静かなそれに変わった。
　調査対象人物に恋心を抱くことは、決して好ましいものではない。
　だが、この場合は、そうなるようにきっかけを与えたのは自身であり、彼もそれは理解していたようである。
　ただ、……そのために、彼らを出逢わせるために、自身はこの世界に来たのではない。
　これは、あくまでもきっかけに過ぎないのだ。
　彼らが出逢って恋に落ちる確率など、計算したことはない。
　総ては、偶然の産物なのだ。
　彼らにきっかけを与えたのは、自身かも知れない。
　だが、それらの様々な偶然から、自らの相手を選んだのは、間違いなく彼ら自身なのだ。
　北條は、そう自らに言い聞かせることで、どうにか平生を保とうとした。
　だが、何処まで……いつまで、彼らを見守ることが出来るのか。それは、解らない。
　自信がないのだ。これから先の、彼らの未来を予言することが出来ない。
　麒邏様によく似た青年・ラッセル公爵。靜霞媛様に似ている乙女・靜羅嬢。
　この二人の未来は、迷宮に迷い込んだ者にしか解らない。
　危険な賭に対する、漠然とした不安と困惑。そして、恐ろしいまでの警戒心。
　約束された未来が断絶された遠い日から、いつしか慎重になってしまった。
　尚かつ……総てを見透かす彼の慧眼は、その眼差しの奥深くに高貴な気配を潜ませている。
　彼女の眼差しが、……私の存在を……滅ぼすかも知れない。
　漠然とした不安を前に、神的存在である北條には、なす術がなかった。

　
　
　　　　　第14章　　小春日和
　
　
　翌日。
　うららかな小春日和の中、靜羅と鴻坂と堤が、中庭を散歩していた時のこと。
　雑談に花を咲かせていた彼女達が、その意識を別の所に向けた。
　たまたま音楽室の横の廊下辺りを歩いていた、金髪の男子生徒の姿を捉えたからである。
「あ」
「おーっい！　椎名くうん！」
　真っ先に気がついた靜羅の立場等、鴻坂には関係ないらしい。
　更に、彼女のやけによく通る声が、皮肉にも彼を呼び止めた。
　だが、彼の方は、その横で鴻坂をたしなめる靜羅に注目していたらしい。
「こんにちは」
　あくまでも自然な素振りで、挨拶をする靜羅。
　対する椎名も、特に何を言うでもなく、窓越しに「どうも」とだけ答えた。
　そんな素っ気ない口調でも、彼は別に、自身のことを疎んじているのではない。
　マスコミ報道未遂事件のことを思えば、率先して声を掛け合うことは避けた方がいいのかも知れない。
　だが、彼らは互いの立場の責任の重さ、好奇の眼差しのこと等重々承知している。
　だからこそ、言葉を選びながら、声を掛け合っているのである。
　そのようなことを変に意識する余り、萎縮すればする程、相手の思うつぼである。
　先日の一件を踏まえて、遼は改めて、靜羅のプライバシーを重視した情報操作をする方針をマスコミに流した。
　もちろん、そのファックスの存在を一般公表しないということは、マスコミの間では暗黙の了解である。
　それでも、いつかは一般市民からの口コミやうわさ話として、世間に流出するだろう。
　そのため彼らは、あくまでも友達関係であることをアピールしなければならなかった。
　加えて、学園内での彼は椎名雅春とされており、実名やその社会的立場については一切公表されていない。
　学園に潜入する前に、学園内の人間には、偽造のプロフィールに基づいた暗示がかけられている。
　マスコミに流出したのではないかと思われる彼の素性は、その偽造プロフィールと思われる。
　そのことを知っていた靜羅と遼も、それを元にして、マスコミに対応したのである。
　それを不動のものとするためには、靜羅と椎名の演技力は必要不可欠なのである。
　彼は、この学園内外の一部の人間以外では、椎名雅春なのだから。
「あ、雅君。今日の部活は出られるかしら？」
「うん。後輩達のアンサンブルのことがあるから」
　あくまでも、部活の連絡事項という話題に焦点を絞る。
「よかった。あなたに借りていたCDを返そうと思って。
　すごく良かった……。何か、ああいうのをいつも聴いている雅君って、やっぱり耳が肥えているのね。
　ん、それ、すごく解ったような気がするの。すごく勉強になりました」
「そう？　やっぱり、プロの演奏家でも、一人一人の音は微妙に違うからね。
　いい演奏を聴いていると、自然といい音を聴き分けられるような気がすることを、君ならば理屈抜きで解ってくれると思って。
　自分のそれと聴き比べてみるのも、勉強になるしね。
　いい音を聴くことで、その音に近づこうと努力する結果、いつの間にか、それに近くなってたりするものだから」
「なるほど。雅君が巧い理由の一つはそこにあるのね」
　それについては、さすがに首をかしげる椎名。
「どうだろう……。
　でも、君にだってその素質はあるよ。音が個性的だから」
　だが、既に彼らは、『二人の世界』にどっぷりと浸っていたらしい。
　当然、そんな彼らを小突く不届き者はいない……訳ではない。
「なーんか、逆ロミオとジュリエットみたい……」
　言わずと知れた、鴻坂である。
「何それ？」
　その言葉で、椎名はようやく、鴻坂の存在を認めたらしい。
　一方、靜羅は彼女の言葉の意味を理解したらしい。納得したかのように頷く。
　だが、椎名自身には、まだよく理解出来ないらしい。
　その模範解答を求めて、彼は発言者の方を向き直った。
「ロミオがジュリエットに愛を囁くとき、ジュリエットは窓の中、ロミオは窓の外じゃない。
　逆でしょ」
「あ、なるほど。
　でも、僕は別に愛を囁いているわけではないけど……」
「いいの！　そういうシチュエーションが、端から見ていると何だかロマンティックだから」
「……そう？」
「うん」
　自信ありげに頷く鴻坂。
　そんな時、ふと、椎名の視線の焦点が、彼女達の肩を擦り抜けた。
　物陰から発せられる意味深長な視線は、自分達の様子を観察しているかのように……鋭い。
　だが、椎名がその気配に気がつくと同時に、その視線の先にあった一人の男子生徒の姿は、静かにその場所から消えてしまっていた。
　彼は、気がついた。
　それは、荒井和重だということも。
　そして、彼のバックに憑いていると思われる、生き霊の正体も。
　悪鬼と契約をして迄、植物状態に陥りながらも、藤妃靜羅という一個人をつけ狙う、生き霊的存在。
　黒井透。奴の狙いは一体何なんだ？
　他人に憑依して迄、このか弱い少女を狙うのか……。
　単なる怨恨にしろ、表向きでの藤妃財閥を敵に回すということは、この国のみならず世界を敵に回すことに等しい。即ち、自殺行為である。
　そこまで自虐的になれるのは、霞よりも軽い命を持つことの出来る人間だからだ。
　そう。生命力の無駄遣いの出来る人間のすることだ。
「雅君？」
　怪訝そうに見つめる視線と、その奥に揺らめく純粋な瞳の輝き。
　椎名は一瞬、自分の心に巣くう、不安と葛藤とを見透かされたような気がした。
　同時に彼は、どうにもならないことに心を奪われている、自身の未熟さに閉口するしかなかった。
　だが、報告しない訳にはいかないだろう。
　周囲に異質な気配のないことを確認した椎名は、改めて靜羅を呼び出す。
「靜羅ちゃん、堤さん、ちょっと……」
　手招きをして、椎名は鴻坂から、彼女達を引き離した。
「ちょっと待っててね」
「ん？　解った」
　鴻坂に言い残した彼女は、窓際に近寄る。
「……さっきの視線のことでしょう？」
「気づいていた？」
「何となくは」
　ほんの少し、声を潜め合う二人。
　さすがに、その辺りは自己防衛本能が強い、と自負しているだけのものはある。
　自分に害意を及ぼそうとしている存在の探査は、護衛官を介さずとも十分なのだろう。
　だが、その２メートル後方に取り残された鴻坂は、傍観者に徹していた。
　内心、決して穏やかではない。
　取り敢えず、事情は解っている。
　おそらく、彼らは何かしらの機密事項の伝達でもしているのだろう、と解釈出来る。
　その上、彼女の回りをちょろちょろしている野島の姿が、何故か今日は何処にもない。
　それなのに、どうしてこんなに不安なのかしら？
「鴻坂先輩？」
　物静かな声に、鴻坂は不意を付かれた。
「あ、有沢さんか。驚いたー」
　たまたま通りかかったらしい。
　鴻坂は、全く気配を感じなかったことに疑問を感じながらも、率直な言葉を漏らした。
　一方の有沢は、驚かせたことに対する反省の意味を込めて、「ごめんなさい」と一礼をした。
　改めて顔を上げると同時に、肩越しに靜羅と椎名の姿を捉えた。
「やっぱり、あの噂は本当だったんですか？」
　その言葉から、鴻坂は堤の存在が除外されていたことを悟った。
「噂？　んと……椎名君と靜羅のこと？　見ての通りよ」
　靜羅と椎名の間には、何かしら近づきがたい雰囲気が存在していた。
「！」
　それを見た途端、有沢は何かに弾かれたように驚いた。
　それから、後ずさりをするように歩くと、そそくさとその場を後にした。
　おかしな子ね、と言わんばかりに、鴻坂は首をかしげる。
　彼女自身、本人が自覚している以上に観察力は鋭いものがある。
　特に、恋愛感情に関しては、目聡いのである。
　有沢の態度の真意に気がつくのにも、そう時間はかからなかった。
　そんな彼女の後ろ姿を見送っていたのは、何も鴻坂だけではなかった。
「ふうん……。やっぱりあの二人、付き合い始めたのですね」
「何？　あ、あなた！」
　そこには、右手の人差し指を口元で曲げ、左手を右肘に添えた状態で、さも何事かを考えているようなポーズの野島の姿があった。
「こんにちは。ところであなたは、どちらさまでしたっけ？」
「３年１組の鴻坂櫻よ！　靜羅の大親友！　それくらいのこと覚えておきなさいよね！」
「自己紹介された憶えはないんですけど」
「そうだったかしら？」
「ええ」
「……言っておくけど、靜羅にはちゃんとしたSPがついているの。
　あなたの出る幕なんてないわよ」
「あなたには関係ないのではありませんか？　私が誰をお護りしていようが」
「ぬわあんですって！」
「事実を言っただけです」
　あくまでも、冷静に答える野島。
　だが、改めて二人の雰囲気を見て取った彼女は、それ以上の反論には出なかった。
「あの二人、交際を始めたのですか？」
「そんなの、見れば解るでしょ？
　堤さんがいるのは、単なるカモフラージュだから」
「……北驪の言葉を重くみたのかしら。公爵は……」
「え？」
「あなたには関係ないことです」
「なあに！　だったら、始めから言わないでいなさいよ！」
「そうやって、人の話の揚げ足を取るのね。人間って、これだから嫌だわ」
「なあに！　人のこと言えるの？」
「ええ」
　キッパリと断言する野島の尊大な態度に、鴻坂の怒り倍増。
「あんたね！　何の権利があって、私に喧嘩売ってるの！」
「別に。彼らが交際を始めたことに異を唱える者達が、何らかの行動を起こさないかどうか、心配しているだけです」
「は？」
「堤さんに伝えておいて下さい。
　今迄以上の敵が靜羅嬢や彼を狙うだろうから、心してかかった方がいいと」
　そう告げた野島は、その場をすたすたと立ち去った。
「なあにあれ！
　全く、あんなのが住吉学園では普通なのかしら？」
　彼女といい浦和とかいう女狐といい、住吉学院関係の女性陣とは、ああも傲慢なのだろうか。
　鴻坂は、彼女達が帰ってきたら、早速聞いてみなければならない、と思った。
　小春日和の中に、銀杏の木々が一段とざわめく昼下がり。
　一筋の風でさえ、そのような場所に留まることもないのに。
　
　北條の実家、北條動物病院内にて。
　近頃、入院患者達の動物達でさえも、安眠妨害をされているような騒動が持ち上がっていた。
「こおらあ！　この放蕩息子めが！
　わしが八十八カ所に行っている間、何をしとったんじゃあ！」
　父であり、前院長の北條宗康の怒声が、今日も元気に響き渡る。
「まあまあ……」
「落ち着いておれるか！　康徳！　どうなっとるんじゃ！
　わしは言っておいた筈じゃぞ！　留守の間のことはくれぐれもと！」
「ですから、それは……」
「靖幸！」
「は、はい……」
「死んだ母さんが草葉の影で泣いておるぞ……」
　俯く宗康。この気分屋に母は何度も離婚を考えたのに違いない、と末っ子の泰裕は思った。
「……あ、僕はそろそろ、人と会う約束をしているから……」
「あ、行ってらっしゃい。気をつけてね」
　義姉の知子に見送られて、泰裕はその修羅場からの脱出を成功させた。
「靖幸。説明して貰うぞ。
　今治に懇意にしている女でもおるのか？」
「は？」
「知子さんのような獣医でなければ、とは言っとらん。
　ただ、動物好きの方をじゃな……」
「はあ……」
「お前もそろそろ適齢期だ。見合い話ならば、放っておいても向こうからやってくる。
　そう思ってはおったが、お前の気持ちを尊重したい気持ちに変わらん。どうなんじゃ？」
「別に女じゃないですよ」
「何と？」
「副業の……仕事が長引いていて、たまにですが、相棒の仮住いで寝泊まりしているんです」
「まだそんなことをしとったんか！
　別に給料は安くはない筈じゃぞ！」
「別に小遣い稼ぎではないですよ」
「じゃあ、何でそんなことを……」
「父さん。帰って来た時にはっきり言った筈です。
　反対するのであれば、私は勘当されても構わない、と」
　毅然とした態度で望む彼に、宗康も唸った。
「病院の権利一切は、兄に譲ったはずでしたよね？　父さん」
「……うむ」
「院長との話し合いの結果、診療開始時間には帰って来るようにしています。
　緊急事態が発生した時にも、なるべく連絡を取り合える状態にしてあります。
　……パートナーは、余り身体が丈夫ではないので」
「その相手方の実家は、ここから遠いのか？」
「難しい質問ですね。松山に姉達がいます。
　しかし、彼の意志を尊重して、私達は仕事をしていますから」
　しばし、考える素振りを見せる康徳。
　だが、父譲りの頑固なところは、兄弟として育ってきたものだから、よく知っていた。
「……院長としては、病院経営に支障が出なければいいと思っている。
　それと、知子が獣医だからといって、甘えてはいかんぞ」
「解っていますよ、兄さん」
「確かに、康徳に任せた以上は口出しすることではないんじゃがの。
　……くれぐれも、死んだ母さんに心配をかけてはいかん。
　それでなくても、お前は大きな事故で、九死に一生を得たのじゃからの」
　ズキン……。
　その言葉に彼は、事故機の中で息絶えた『彼』の表情を思い出していた。
　苦悶に満ちた顔。頭部からの大出血、胸部や腹部を強打したことによる内臓破裂。
　果ては、事故機と共に爆死した……その死に様を。
　だが、迎えに来た『死神』の手に委ねられた瞬間、『彼』は総てのしがらみから解放されたかのような、とても安らかな面持ちをしたように見受けられた。
　……自己満足かも知れない。総ては、謀られた事故だった。
　理由はどうあれ、彼は自身の犠牲となったことについては、否定はしない。
　だからこそ、偽り続けることに対する贖罪のつもりで、彼らと接してきた。
　それなのに、この家族と『彼』の絆を断ち切った自身は、麒邏神に、彼に預言された人物に固執している。
　家族への愛情はあるが、いつまでもこの場所で過ごせるはずもない。
　自身にとって、『世界の秩序』よりも憎い存在がいる。
　この悲劇を終わらせるために、麒邏神の存在を必要としている自身が、何より許し難い存在なのだ。
　……麒邏神を探し出すことが出来れば、この『罪過の烙印』も効力を失うかも知れない。
　そうなれば、この旅も終わる。殺戮と償いの旅は……。
　外では雨が降り始めたらしい。それは、彼を想う心の涙なのか、あるいは……。
　
　部活動にて。
　椎名は、アンサンブル組を中心にパート奏の面倒を見ていた。
「うん、そう。いい感じに仕上がってきているね。
　みんなも解っているとは思うけど、まずは楽譜通りに忠実な演奏をすることが基本だ。
　それが出来て初めて、演奏者個人の個性的な演奏が始まると考えること。
　来週、又出来具合を見ます。その時迄に苦手な部分を各自で克服出来たならば、ある程度の成績を残すことは出来るだろう。
　でも、大事なのは、演奏を楽しむこと。
　いい成績を残すことに捕らわれる余り、萎縮してしまう人がいる。
　プレッシャーは必要だけど、押し潰される程抱え込んではいけない。
　要は、自身の最高レベルを常に維持していくこと。プロとは、それが出来からプロなんだ。
　君達は、決してそれでご飯を食べている訳ではないけれども、時間と労力を費やして、演奏することを楽しんでいる。
　演奏している理由そのものは色々あるだろうけれども、自身の演奏に誇りを持つように」
「はい」
　崎山達の返事に、椎名は小さく頷いた。
「それじゃ、僕は藤妃さんの面倒を見ているから、君達も練習を続けて下さい」
　立ち去る際に、崎山達が、椎名に対して礼を述べる。
「ありがとうございました」
「どういたしまして」
　軽く一礼をして、椎名はその場を立ち去る。
　それから、靜羅の所へやって来た。
「素晴らしい御言葉でしたわ。椎名君」
　堤の発言に、もう棘は感じられない。
「ありがとう。
　プロを目指す子もいるみたいだから、今の間に、僕が知りうる知識と教養を身につけさせてあげたくて」
「なるほど。
　ところで雅君は、彼女達の中で目にかけている子はいるの？」
「……難しい質問だね。
　崎山さんとかは有力候補だね。でも……少し、詰めが甘いかな」
「厳しい先生だわ」
　そう告げた靜羅は、苦笑する椎名を見つめていた。
　椎名が唯一、その才能を認めた人物がいることを、靜羅は知らない。
　自身の夢を託した女性サクソフォニスト候補生は、東京の某有名音大で、その腕を研鑽していることだろう。
　几帳面な彼女は、年賀状と暑中見舞いの葉書のみならず、自身の誕生日とクリスマスには、必ずカードを送って来る。
　あの時の言葉を、彼女は今でも守ってくれている。
　あの日、自身が告げた……遠い約束を。
「……」
　椎名の思い詰めたような眼差しに、靜羅は不安を抱いていた。
　具合が悪そうな素振りはない。だが、何か思い詰めているような……。
「雅君、何か悩み事でも？」
「……いや、昔のことを思い出しただけだよ」
　小さく頷く。
　だが、昔のことと言い切るには、まだ早過ぎるような気がする。
「……雅君」
　靜羅の眼差しが、椎名の横顔に降り注がれる。
「……！」
　その瞬間、椎名は、はっきりとそれを視た。
　彼女を取り囲むように、九つの炎。
　金粉を振りまく薄紫色の……神々しい迄に美しい炎。
　神火とも鬼火とも違う？　しかも、九つ……？
　自身が使役する神火は八つ。守護結界として現れるもので、決して命令なしでは出現しない。そのため、人目につかないように影を潜めさせているのに。
　これは一体？
　術者が無防備になっているのか？
　それとも……。
「靜羅ちゃん……」
　探りを入れてみる。
「ん？」
「……いや、別に、何でもない……」
　本人も気が付いてはいないらしい。
　偶然にも椎名は、彼女に抱いていた疑問に対して、突破口を見つけることが出来た。
　問題は、北條にそれを告げるか否か、なのかも知れない。
　
　部活動が終わって、椎名は迎えに来た北條の車に乗り込む。
　帰路の途中、椎名は無言だった。
　話題に窮した北條は、当たり障りのない世間話をするのも何だと思い、敢えて家族の話題に振った。
「実は、父が帰ってきまして……」
「八十八カ所に行っていたという？」
「ええ。説得しましたから、今迄通りこちらにも来ます」
「……」
　再び考え込む椎名。
「あの、何かあったんですか？」
「……現段階では断言出来ませんが、藤宮一族も、その結界を僕達と同じ……何かしらの炎を使役しているのではないかと思われて」
「炎？　それでしたら、あなたのような神火では……」
「違う……と思います。今まで見たことのないような……綺麗な炎でした」
「綺麗な炎……」
　こくりと頷く。
「僕のそれと異なるからと言って、鬼火と断言するのも危険だと思います。
　何故ならば、雰囲気的に鬼火とは異なるところがありました」
「公爵様……」
　北條には、解っていた。
　炎とは、神火よりも高尚な守護結界。
　神霊族にのみその使用を認められた、幻の結界……神炎のことを言っているのだろうか。
　そして、それを使役出来る神格者は、自然と限られている。
「……それで、その結界の色とか、炎の数とか解りましたか？」
「色は、金粉入りみたいな薄紫で、数は九つだったかな？」
「！」
　間違いない！　藤妃靜羅嬢は、靜霞媛様の……！
「……」
　何故、このような偶然が……。
　北條は、途端に血の気が引いていく感覚を覚えた。
「……具合が……」
　前もって椎名に断った彼は、車を左に幅寄せするとエンジンを切った。
「大丈夫ですか？　北條さん」
「……」
　めまいがする。何をどう解釈すればいいのか、解らない。
　ハンドルに凭れかかるように、前屈みの姿勢を取ったのは、決して偶然ではない。
　正直言って、この瞬間の表情は、彼に見られたくはなかった。
　心臓の鼓動が早くなるのが解る。
　痛い……。胸が締め付けられるとは、よく言ったものだ。
　だが、それですら、彼のそれとは比較にならないのだろう。
「……公爵様。
　靜霞媛様の御力を借りて、麒邏様から、何としてでも生存権をもぎ取りなさい」
「え？」
「あなたはもっと、この世界に執着するべきだ……。
　靜羅さんを大事になさい。彼女が、あなたを救ってくれるかも知れない」
「……」
「解りましたね？　椎名さん」
「え、……ええ」
　内心、椎名は返事に困った。
　何故彼は、自身にそのようなことを告げるのか。そして、その呼び方を変えたのか。
「大丈夫？　運転、変わろうか？」
「いいえ。大丈夫です。
　それよりも、そのことに気が付いたのは、あなただけですよね？」
「おそらくは。部活中で人目はあったけれども、僕はそれを肉眼で視たわけではないから。
　……無防備だったのか。あるいは意図的なものだったのかは、解りかねるけれども」
「私も実際に見た訳ではありませんから……何とも言えませんが、心配しなくても大丈夫だと思います。
　ただ、彼女がそのことに気が付いていない。
　あるいは、他者に悟られるようなことがあれば、死活問題になりかねないとは思います。
　だからこそ、あなたのような護り手が必要なのです」
　まっすぐ、椎名の瞳を見つめる北條の眼差しの中には、既に先程の苦悩は消え失せていた。
「……申し訳ありません。
　私ともあろう者が、取り乱してしまって……」
　再びイグニッションキーを回した北條は、車が来ていないことを確認すると、緩やかに車を発進させた。
「……初めてだね」
　直線コースからカーブへ差し掛かる頃、椎名が呟いた。
「何がですか？」
「僕のことを普通に呼んでくれたのは……」
「……あ、失礼しました」
　苦笑する北條に対して、椎名は晴れやかな笑顔を見せていた。
「いいよ。やっと、何だか対等になれたような気がして……嬉しいよ」
　くすり、と微笑する椎名。
　その様子を視界に入れた北條は、改めて、自身に誓うのであった。
　彼を犠牲にしてはならない。
　たとえ、麒邏様に楯突くことになろうとも……。
「今日の晩ご飯は何にしましょうかね。
　そうだ。鯖の煮付けと小松菜のおひたしと、里芋のにっころがしでも作りましょうか」
「本当？　嬉しいなあ。北條さんの料理は、本当においしいから！」
　素直に喜ぶ椎名。
　そんな彼を横目に、北條は改めて、麒邏神への忠誠心とそれにも勝る思慕の念と向き合い、最良の方法を見つけ出すことを、自らに誓った。
　そうしていつか、靜霞媛様の……藤源郷で、あなたと出逢いたい。
　その日が来る迄……私は、あなたの傍にいたい。
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